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ライプニッツの生物哲学――「進化する自然機械」
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【訂正】

2016年3月に公表した本訳注（4）に訳文の脱欠があったので、以下のごとく訂

正する。

（訂正箇所）56頁5行目より下。「<I, 60-63>」より上。

（訂正内容）以下を挿入：

　　　　各種作物の価格の規則

　　　　�　行軍時や雨期やその他においては大きな差違が生じるが、その中間

の値段を表に示して、探求者たちにとっての見識の元手とした。

以上。

＊	 青山学院大学文学部准教授
＊＊	岡山大学大学院社会文化科学研究科助教

アブル・ファズル著 
『アーイーニ・アクバリー』訳注（5）

真下　裕之　監修
二宮　文子＊、真下　裕之、和田　郁子＊＊　訳注
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<I, 67>

果物の館の規則 1

　世界の主人たる御方は果物を、比類なき神からの尊いお恵みと見なしておら

れ、多大な配慮を致しておられる。このため、イーラーン、トゥーラーンの栽

培者たちが一家を挙げて 2やって来て、果物の栽培に上昇の機運が生じたのであ

る。そしてメロンとブドウは大量に栽培され、選りすぐりのものがとれるよう

になった 3。同様に、スイカ、シャフタールー桃（šaftālū） 4、アーモンド、ピスタ

チオ、ザクロ 5なども、【インドに】現れた。カーブル、カンダハール、カシュ

ミールが支配領域に加わって以来、続々と届いている。1年を通じて、商人た

ちの倉庫に保管されており、市場には山と積まれている。

　イラーヒー暦ファルヴァルディーン月【3-4月】にはヒンドゥースターン産メ

ロンが出始め、ウルディービヒシュト月【4-5月】にはたくさん出回り、甘く、と

ろけるほどに柔らかく、薫り高くなる 6。ナーシュパーティー種（nāšpātī） 7、バー

1	 　果物の原語はmīwahである。しかし、この規則には、現代日本の感覚では野菜に含ま
れるナスやウリなどの根菜や、地下茎などの根菜が含まれている。従って、AAにおけ
るmīwahは一般的な果物よりも広い範疇を指す語であるが、便宜上果物と訳した。（N）

2	 　諸写本を参照して、底本のテクストḫānah-dārをḫānah-wārと改めた［AA Ms. A: 31v; 
AA Ms. B: 39r; AA Ms. C: 27r］。（M）

3	 　本書の別の箇所では、Āgrah州では「ĪrānやTūrānのように」メロンやブドウが穫れ
ると記されている［AA: I, 441］。（N）

4	 　本書の別の箇所では、GuǧarātのBaglānah、Kašmīr、Suwādがモモの産地とされてい
る［AA: I, 492, 562, 585］。また、Kābul州に属するPalkīではモモが自生していたとい
う［AA: I, 585］。（N）

5	 　本書の別の箇所では、Baglānahがザクロの産地とされている［AA: I, 492］。（N）
6	 　「ヒンド産メロン」はĀgrah州、Ilāhābād州、Awadh州、Dihlī州、Lāhawr州、Multān

州、Mālwah州の春作物として言及あり［AA: I, 305, 312, 319, 326, 333, 340, 346］。（M）
	 　本書の、ムガル帝国の各州の地誌部分においては、Āgrah、Mālwah特にNḎRBAR
（Nandurbārの誤りか）、Guǧarāt、Lāhawr、Kašmīr、Qandahārがメロンの産地とされて
いる［AA: I, 441, 455, 457, 485, 538, 562, 587］。また、Multānには野生の小型メロンが
できると記録されている［AA: I, 556］。（N）

7	 　ナシを意味するペルシア語の単語であるが、ここではメロンの品種を指している。18
世紀半ばにDihlīの宮廷で活動した文人Ānand Rām Muḫliṣの著した語彙用例集Mir’āt 
al-Iṣṭilāḥは明らかに本書を典拠として、nāšpātīがBalḫに多く産する生の果物の一種を
意味すると同時にメロンの一種も指すと説明し、bābā-šayḫī以下の品種名を列挙してい
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バー・シャイヒー種（bābā-šayḫī） 8、アリー・シーリー種（‘alī-šīrī） 9、アラチャ種

（alačah） 10、バルギ・ナイ種（barg-i nay） 11、ドゥーディ・チラーグ種（dūd-i čirāġ） 12

などは格別である。その後2ヶ月、旬が続く。シャフリーヴァル月【8-9月】の

初めにはカシュミールからお楽しみがもたらされる。そしてそれがまだ終わら

ないうちに、カーブル産メロンが大量にもたらされる。アーザル月【11-12月】

にはバダフシャーンからキャラヴァンがやって来る。ダイ月【12-1月】までそ

の列は絶えることがない。ザーブリスターンでメロンが熟する季節には、パン

ジャーブ地方でも選りすぐりのものがとれる。バカルとその周辺では、真冬の

40日間以外は、豊富にある。

　フルダード月【5-6月】からアムルダード月【7-8月】までは、様々なブドウ

が歓びを届けてくれる 13。シャフリーヴァル月にはカシュミール産ブドウが出

回り、市場に満ちわたる。カシュミールではブドウ8スィールが1ダームで手
る［MI (Etr.): 207-208］。ただし、以下の本文における複数の用例にもあるとおり、ム
ガル帝国時代の北インドでnāšpātīが指したのはメロンではなく、多くの場合ナシで
あったことは、18世紀初頭のオランダ人Ketelaarの語彙集にナシ（peer）の訳語として
nāšpātī（nasjpatthia）が採集されていることからも明瞭である[Bhatia & Machida 2008: 
II, 182]。1617年、Guǧarāt地方を巡幸するǦahāngīrのもとにBadaḫšānから届いたとい
うnāšpātīはナシのことであろう［JN (T): 244; JN (A): 211］。（M）

8	 　16世紀初頭ヘラートで著作された Iršād al-Zirā‘ahは、メロンの一品種としてbābā-
šayḫīに言及し、「中は白く、外は黄色い。あるいは中は緑で、外は黄色い」としている

［IZ: 123］。（M）
9	 　Iršād al-Zirā‘ahは、ḫusrawīという品種の一つとして、中が緑色のものが‘alī-šīrīと

呼ばれると説明している［IZ: 122］。なおḫusrawīというメロン品種の名称は、Bābur 
Nāmahにも在証できる［BN: 460; BN (Jtr.): 460］。（M）

10	　色付きの絹織物（毛織物）の一種［Dihḫudā: alačah］。本書には、safīd alačah「白ア
ラチャ」なる織物の一種が後出するが［AA: I, 103-104］、織物の名称がメロンの品種名
でもある事情は分からない。Iršād al-Zirā‘ahに見えるALǦHは本書に従ってalačahと
読めるかも知れない。同書は、標準種のALǦHは中が白いと説明している［IZ: 124］。

（M）
11	　「葦の葉」を意味するペルシア語だが、Iršād al-Zirā‘ahにも言及は無く、詳細は不明

である。（M）
12	　「灯明の煙」を意味するペルシア語だが、これがメロンの品種名となった理由は不明。

Iršād al-Zirā‘ahには、その播種の場所はḫusrawīと同様、との説明がある［IZ: 123］。
（M）

13	　Kašmīrは「ブドウは多いが選りすぐりのものは少ない」とされる［AA: I, 562］。
Kašmīrの他には、Āgrah、Mālwah特にNḎRBAR、Guǧarāt、Baglānahがブドウの産地
とされている［AA: I, 441, 455, 457, 485, 492］。（N）
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に入るが、1マンあたり2ルピーが運送料としてかかる。カシュミールびとたち

が円錐形のかごを背負って悠然と歩いてくるのだが、それは立派な見ものであ

る。ミフル月【9-10月】からウルディービヒシュト月まで、カーブルからやっ

て来る。

　世界の主
あるじ

たる御方が「王様プラム（Šāh Ālū）」と名づけられたサクランボ 14、

種なしのザクロ、リンゴ 15、ナシ（nāšpātī） 16、マルメロ、アムルード（amrūd） 17、

モモ、アンズ（zard-ālū） 18、丸プラム（gird-ālū）、小プラム（ālūčah） などがたく

さん届く。以上の果物の多くはヒンドでも収穫される。

　またサマルカンドからも、メロン、ナシ、リンゴがもたらされる。

　世界の主人たる御方が杯を傾けられたり、アヘンや大麻（後者をSBRS 19と名

14	　本書の別の箇所では、Kašmīrが「王様プラム」の産地とされている［AA: I, 562］。サク
ランボを Akbar が「王様プラム」 Šāh Ālū と名づけたことは、1607年、Kābul を訪れた 
Ǧahāngīr がこの果物を供された際に回想している:「土曜日【1016.Muh.29 / 1607.05.26】
曲がりくねった峠を越えて Ġarīb Ḫānah に宿営した。この宿所で Ǧalālābād の ǧāgīr-
dār である Abū al-qāsim Namakī がアンズ (zard-ālū) を持ってきた。これはKašmīrの上
等なアンズにも劣らぬものであった。またこの Dakah の宿所では我が父が「王様プラ
ム」と名付けたサクランボがKābulから持ってこられた。私はこれを食べたい気持ちを
強く抱いたので、望ましい状態【空腹】に達していなかったにも関わらず、これは酒
の肴として大いに楽しんで食された」［JN (T): 60; (A) 49］。（M）

15	　インドの中では、Kābulの他にBaglānahやKašmīrがリンゴの産地であった［AA: I, 
492, 562］。（N）

16	　Pyrus communis［Platts 1884: 1115a］. （M）
	 　本書の別の箇所では、Suwādがナシの産地とされている［AA: I, 585］。（N）
17	　amrūdは、現代の南アジアではグァヴァ（熱帯アメリカ原産）を指すが、［Yule & 
Burnell 1903］によると、おそらく元々はナシを指していた。また、Blochmannは本書
のamrūd をguavaと訳しているが、amrūdは後に「トゥーラーン産の果物」の表の中に
登場するため、この訳は疑わしい。16世紀のOrtaはグァヴァに触れておらず、南アジ
アにおけるグァヴァの存在が確認できるのは17世紀以降である。なお、南アジアでは、
グァヴァは safarī ām（旅する、あるいは外来のマンゴー。Safarīの意味については後注
94を参照）とも呼ばれていたという［Yule & Burnell 1903: 399-400］。Ortaはamrūdと
いう果物にも触れておらず、その情報からは当時のインドでamrūdと呼ばれていた果
物の特定はできない。I. Habibは、グァヴァが南アジアに到達したのはムガル朝盛期よ
り後だと推察し、おそらく［Yule & Burnell 1903］に従って、本書のamrūdはナシの
一種であると考えている［AA (Etr.): I, 69; Habib 1999: 55, 55n120］。（N）

18	　本書の別の箇所では、Kašmīrがアンズの産地とされている［AA: I, 562］。また、Kābul
州に属するPalkīではアンズが自生していたという［AA: I, 585］。（N）

19	　大麻に対する雅称であろう。Blochmannは sabrasと読むが、根拠を明らかにしていな
い［AA (Etr.): I, 69］。インド語の sab（全ての）と rasあるいは rasa（味わい）という語
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づけられた）を嗜まれたりするときには必ず、果物係たちが数々の小皿に盛り

つけて、御前にお持ちするのである。陛下はごく一部を召し上がるだけで、そ

のほとんどはお下がり（ulūš）となる。いずれの果物にも印がつけられており、

それによって等級が識別される。第一級のメロンには、玉の表面を横断して1

本の線を引く。等級が下がると、線が1本ずつ増えていく。

　この宮内作業所には、マンサブダールたち、アハディーたち、およびその他

の兵士たちが奉職している。歩兵たちの月給は140ダームから100ダームの間

である。<I, 68>

　様々な果物の読み方、旬、味、価格を表にして、当代の状況に関する認識を

提供した。

<I, 68>

の合成語と推察される。17世紀初頭のダカニー・ウルドゥー詩人WajhīがSabrasという
散文作品を残しており、近い時代地域におけるこの語彙の存在は確認できる［Husain 
2000: 158］。ただし、ここでAkbarが意図するところが、WajhīのSabras（Composition 
of Flavors、All the flavorsなどと英訳される）と同様であるとは確定できない。なお、
rasaという語は、14世紀のMawlānā Dā’ud作Čāndāyan以来、インドのスーフィー詩の
中で、詩によって引き起こされる感情・感覚・味わいを指して用いられており、prēma-
rasa（愛の味わい）といった合成語も見られる［Behl 2012: 31-32, 64-65; Hines 2009: 83］。

（N）
20	　ArhangはBadaḫšānに属する町の名として史料に見えるが、メロンの名産地としての

言及は管見の限り得られなかった。またこの語には本文再建上の問題もあり、ARḄNK
［Ms. B: 39v］、ARMNK［Ms. C: 27v］のほか、底本の校注にはARSNGおよびUZBK
の異読も採録されており、確実な判断を許さない。（M）

	 　Bernierによると、冬のデリーの果物市場には「ペルシア、バルク、ブハラ、サマル
カンド」からもたらされて「冬じゅう出回っている素晴らしいメロン」が見られると
いう。次いで、これらの国々から来る他の果物（ブドウ、リンゴ、ナシなど）と同じ
くそれらのメロンはとても高価で、「メロンが1エキュ半もの高値で売られる」のを見
たとも伝える［Bernier: 245; Bernier (Jtr.)  : II, 25］。Bernierが他の箇所で述べている換
算率に従うなら、1エキュ半は約3ルピーに相当し、本表の「アルハング産メロン第一
級」の価格ともそれほど大きな乖離はない。（W）

トゥーラーン産の果物およびその他
名前 価格
アルハング 20産メロン（ḫarbuzah）第一級 1個あたり2 1/2ルピー
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に入るが、1マンあたり2ルピーが運送料としてかかる。カシュミールびとたち

が円錐形のかごを背負って悠然と歩いてくるのだが、それは立派な見ものであ

る。ミフル月【9-10月】からウルディービヒシュト月まで、カーブルからやっ

て来る。

　世界の主
あるじ

たる御方が「王様プラム（Šāh Ālū）」と名づけられたサクランボ 14、

種なしのザクロ、リンゴ 15、ナシ（nāšpātī） 16、マルメロ、アムルード（amrūd） 17、

モモ、アンズ（zard-ālū） 18、丸プラム（gird-ālū）、小プラム（ālūčah） などがたく

さん届く。以上の果物の多くはヒンドでも収穫される。

　またサマルカンドからも、メロン、ナシ、リンゴがもたらされる。

　世界の主人たる御方が杯を傾けられたり、アヘンや大麻（後者をSBRS 19と名

14	　本書の別の箇所では、Kašmīrが「王様プラム」の産地とされている［AA: I, 562］。サク
ランボを Akbar が「王様プラム」 Šāh Ālū と名づけたことは、1607年、Kābul を訪れた 
Ǧahāngīr がこの果物を供された際に回想している:「土曜日【1016.Muh.29 / 1607.05.26】
曲がりくねった峠を越えて Ġarīb Ḫānah に宿営した。この宿所で Ǧalālābād の ǧāgīr-
dār である Abū al-qāsim Namakī がアンズ (zard-ālū) を持ってきた。これはKašmīrの上
等なアンズにも劣らぬものであった。またこの Dakah の宿所では我が父が「王様プラ
ム」と名付けたサクランボがKābulから持ってこられた。私はこれを食べたい気持ちを
強く抱いたので、望ましい状態【空腹】に達していなかったにも関わらず、これは酒
の肴として大いに楽しんで食された」［JN (T): 60; (A) 49］。（M）

15	　インドの中では、Kābulの他にBaglānahやKašmīrがリンゴの産地であった［AA: I, 
492, 562］。（N）

16	　Pyrus communis［Platts 1884: 1115a］. （M）
	 　本書の別の箇所では、Suwādがナシの産地とされている［AA: I, 585］。（N）
17	　amrūdは、現代の南アジアではグァヴァ（熱帯アメリカ原産）を指すが、［Yule & 
Burnell 1903］によると、おそらく元々はナシを指していた。また、Blochmannは本書
のamrūd をguavaと訳しているが、amrūdは後に「トゥーラーン産の果物」の表の中に
登場するため、この訳は疑わしい。16世紀のOrtaはグァヴァに触れておらず、南アジ
アにおけるグァヴァの存在が確認できるのは17世紀以降である。なお、南アジアでは、
グァヴァは safarī ām（旅する、あるいは外来のマンゴー。Safarīの意味については後注
94を参照）とも呼ばれていたという［Yule & Burnell 1903: 399-400］。Ortaはamrūdと
いう果物にも触れておらず、その情報からは当時のインドでamrūdと呼ばれていた果
物の特定はできない。I. Habibは、グァヴァが南アジアに到達したのはムガル朝盛期よ
り後だと推察し、おそらく［Yule & Burnell 1903］に従って、本書のamrūdはナシの
一種であると考えている［AA (Etr.): I, 69; Habib 1999: 55, 55n120］。（N）

18	　本書の別の箇所では、Kašmīrがアンズの産地とされている［AA: I, 562］。また、Kābul
州に属するPalkīではアンズが自生していたという［AA: I, 585］。（N）

19	　大麻に対する雅称であろう。Blochmannは sabrasと読むが、根拠を明らかにしていな
い［AA (Etr.): I, 69］。インド語の sab（全ての）と rasあるいは rasa（味わい）という語
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づけられた）を嗜まれたりするときには必ず、果物係たちが数々の小皿に盛り

つけて、御前にお持ちするのである。陛下はごく一部を召し上がるだけで、そ

のほとんどはお下がり（ulūš）となる。いずれの果物にも印がつけられており、

それによって等級が識別される。第一級のメロンには、玉の表面を横断して1

本の線を引く。等級が下がると、線が1本ずつ増えていく。

　この宮内作業所には、マンサブダールたち、アハディーたち、およびその他

の兵士たちが奉職している。歩兵たちの月給は140ダームから100ダームの間

である。<I, 68>

　様々な果物の読み方、旬、味、価格を表にして、当代の状況に関する認識を

提供した。

<I, 68>

の合成語と推察される。17世紀初頭のダカニー・ウルドゥー詩人WajhīがSabrasという
散文作品を残しており、近い時代地域におけるこの語彙の存在は確認できる［Husain 
2000: 158］。ただし、ここでAkbarが意図するところが、WajhīのSabras（Composition 
of Flavors、All the flavorsなどと英訳される）と同様であるとは確定できない。なお、
rasaという語は、14世紀のMawlānā Dā’ud作Čāndāyan以来、インドのスーフィー詩の
中で、詩によって引き起こされる感情・感覚・味わいを指して用いられており、prēma-
rasa（愛の味わい）といった合成語も見られる［Behl 2012: 31-32, 64-65; Hines 2009: 83］。

（N）
20	　ArhangはBadaḫšānに属する町の名として史料に見えるが、メロンの名産地としての

言及は管見の限り得られなかった。またこの語には本文再建上の問題もあり、ARḄNK
［Ms. B: 39v］、ARMNK［Ms. C: 27v］のほか、底本の校注にはARSNGおよびUZBK
の異読も採録されており、確実な判断を許さない。（M）

	 　Bernierによると、冬のデリーの果物市場には「ペルシア、バルク、ブハラ、サマル
カンド」からもたらされて「冬じゅう出回っている素晴らしいメロン」が見られると
いう。次いで、これらの国々から来る他の果物（ブドウ、リンゴ、ナシなど）と同じ
くそれらのメロンはとても高価で、「メロンが1エキュ半もの高値で売られる」のを見
たとも伝える［Bernier: 245; Bernier (Jtr.)  : II, 25］。Bernierが他の箇所で述べている換
算率に従うなら、1エキュ半は約3ルピーに相当し、本表の「アルハング産メロン第一
級」の価格ともそれほど大きな乖離はない。（W）

トゥーラーン産の果物およびその他
名前 価格
アルハング 20産メロン（ḫarbuzah）第一級 1個あたり2 1/2ルピー
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21	　Kābul産のメロンについてはBāburが「メロンも良くない。しかしホラーサーンの種
子を使った場合には、概してメロンは悪くない」と観察している［BN: 201; BN (Jtr.): 
202-203］。本表の如く、Kābul産メロンが北方産に比して安価であることは、バーブル
の観察に対応しているかも知れない。（M）

	 　Bernierも、「ペルシアから種を取り寄せ、田舎に丹精込めて土地を耕させ、美味しい
メロンを食べる」大貴族がいたことを伝える。しかし、そのようにしても「土地がまっ
たく適していないため、種は1年ですぐだめになる」と述べており、Aurangzībの時代に
なってもこの種のメロンを根付かせるのが困難であったことを示唆している［Bernier: 
245; Bernier (Jtr.): II, 25-26］。（W）

	 　本書の別の箇所でも、Kābulに関して「様々な果物が歓びを増すが、メロンはそれほ
ど良くない」とされている［AA: I, 590］。（N）

22	　マルメロ（bahī）の漬け物は既出［AA: I, 66; AA (Jtr.) (4): 68］。（M）
23	　「沸き立つ湯」を意味するペルシア語だが、ヒンディー語の語彙（ābǧōš）としては「湯

で煮たムナッカー（munakkā）」および「赤いムナッカー」の意味がある［Dāsa: ābǧōš］。
「Blochmannはこれを large raisinと解しているが、根拠は不明である［AA (Etr.): I, 68］。
（M）

トゥーラーン産の果物およびその他（続）
名前 価格
同第二級および第三級 【1個あたり】1〜2 1/2ルピー
カーブル産メロン 21第一級 【1個あたり】1〜1 1/2ルピー
同第二級 【1個あたり】3/4〜1ルピー
同第三級 【1個あたり】1/2〜3/4ルピー
サマルカンド産リンゴ 1ルピーに対して7〜15個
マルメロ 22 【1ルピーに対して】10〜30個
アムルード 【1ルピーに対して】10〜100個
ザクロ 1マンあたり1/2〜15ルピー
カーブル産リンゴ、ファラング産リンゴ 1ルピーに対して5〜10個
カシュミール産ブドウ 1マンあたり108ダーム
ナツメヤシ（ḫurmā） 1スィールあたり10ダーム
干しブドウ（kišmiš） 1スィールあたり9ダーム
アーブジューシュ（ābǧūš） 23 【1スィールあたり】9ルピー
ブハーラー産プラム 【1スィールあたり】8ルピー
アンズ 【1スィールあたり】8ルピー
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24	　大きくて黒いkišmišとの語釈があるのでそれに従った［Anwarī 1381 Sh.: 7508］。なお
20世紀初頭のアフガニスタンの史料には、mawīz-i ābǧūšなる語が見える。同書の英訳
者はこれをboiled raisinと訳し、これがQandahārの特産品であって、大型の緑色の種あ
りぶどうを熱湯に浸してから乾燥させたものであることを注している［ST: IV-4, 2245, 
n. 3］。（M）

25	　ムナッカー干しぶどうについては、その漬け物が既出である［AA: I, 66; AA (Jtr.)(4): 
68］。なお20世紀初頭のアフガニスタンでは、ムナッカーはアーブジューシュ、大黒干
しぶどう（mawīz）とともに、干しぶどうの種類を表す単語として用いられていたよう
である［ST: IV-2, 848］。（M）

26	　「アーモンドの仁」と「アーモンド」との違いについて、Blochmannは後者を殻つき
の状態と解している［AA (Etr.): I, 69］。「ピスタチオ」と「ピスタチオの仁」について
もBlochmannは同様の解釈を与えているが、殻つきアーモンドは仁より安価、殻つき
ピスタチオは仁より高価である不一致をどのように説明できるか、不明である。（M）

27	　BāburはFarġānah地方の町Kand-i Bādām（アーモンドの町、の意）から良質なアー
モンドが「HurmuzやHindūstānへすべてここのアーモンドが運ばれている」と記して
いる[BN: 8; BN (Jtr.): 17]。Akbar時代に作成されたBābur Nāmah写本の、この部分に付
された挿絵には、収穫されたアーモンドの仁が袋詰めされ、ラクダで陸送される情景
が描き込まれている［Randhawa 1983: 19］。（M）

28	　čilġūzah. チルゴザマツPinus gerardianaの種（実）および松かさ、さらにはその木そ
のものを指す［Platts 1884: 439］。この植物はおもにインド、パキスタン、アフガニス
タンの北部に分布するらしい［Gymnosperm: Pinus gerardiana］。（M）

29	　girdūに同じ。表に既出の「クルミの仁（ǧawz maġz）」との相違は不明。（M）

トゥーラーン産の果物およびその他（続）
名前 価格
カンダハール産大黒干しブドウ（mawīz） 24 【1スィールあたり】7ルピー
イチジク 【1スィールあたり】7ルピー
ムナッカー干しぶどう（munaqqā ） 25 【1スィールあたり】6 3/4ルピー
ナツメ（‘unnāb） 【1スィールあたり】3 1/2ルピー
アーモンドの仁 26 【1スィールあたり】28ルピー
アーモンド 27 【1スィールあたり】11ルピー
ピスタチオ 【1スィールあたり】9ルピー
チルグーザ松の実 28 【1スィールあたり】8ルピー
ホソバグミ（sinǧid） 【1スィールあたり】6 1/2ルピー
ピスタチオの仁 【1スィールあたり】6ルピー
クルミの仁（ǧawz maġz） 【1スィールあたり】4 1/2ルピー
ヘーゼルナッツ（fanduq） 【1スィールあたり】3ルピー
クルミ（girdukān ） 29 【1スィールあたり】2 1/2ルピー
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21	　Kābul産のメロンについてはBāburが「メロンも良くない。しかしホラーサーンの種
子を使った場合には、概してメロンは悪くない」と観察している［BN: 201; BN (Jtr.): 
202-203］。本表の如く、Kābul産メロンが北方産に比して安価であることは、バーブル
の観察に対応しているかも知れない。（M）

	 　Bernierも、「ペルシアから種を取り寄せ、田舎に丹精込めて土地を耕させ、美味しい
メロンを食べる」大貴族がいたことを伝える。しかし、そのようにしても「土地がまっ
たく適していないため、種は1年ですぐだめになる」と述べており、Aurangzībの時代に
なってもこの種のメロンを根付かせるのが困難であったことを示唆している［Bernier: 
245; Bernier (Jtr.): II, 25-26］。（W）

	 　本書の別の箇所でも、Kābulに関して「様々な果物が歓びを増すが、メロンはそれほ
ど良くない」とされている［AA: I, 590］。（N）

22	　マルメロ（bahī）の漬け物は既出［AA: I, 66; AA (Jtr.) (4): 68］。（M）
23	　「沸き立つ湯」を意味するペルシア語だが、ヒンディー語の語彙（ābǧōš）としては「湯

で煮たムナッカー（munakkā）」および「赤いムナッカー」の意味がある［Dāsa: ābǧōš］。
「Blochmannはこれを large raisinと解しているが、根拠は不明である［AA (Etr.): I, 68］。
（M）

トゥーラーン産の果物およびその他（続）
名前 価格
同第二級および第三級 【1個あたり】1〜2 1/2ルピー
カーブル産メロン 21第一級 【1個あたり】1〜1 1/2ルピー
同第二級 【1個あたり】3/4〜1ルピー
同第三級 【1個あたり】1/2〜3/4ルピー
サマルカンド産リンゴ 1ルピーに対して7〜15個
マルメロ 22 【1ルピーに対して】10〜30個
アムルード 【1ルピーに対して】10〜100個
ザクロ 1マンあたり1/2〜15ルピー
カーブル産リンゴ、ファラング産リンゴ 1ルピーに対して5〜10個
カシュミール産ブドウ 1マンあたり108ダーム
ナツメヤシ（ḫurmā） 1スィールあたり10ダーム
干しブドウ（kišmiš） 1スィールあたり9ダーム
アーブジューシュ（ābǧūš） 23 【1スィールあたり】9ルピー
ブハーラー産プラム 【1スィールあたり】8ルピー
アンズ 【1スィールあたり】8ルピー
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24	　大きくて黒いkišmišとの語釈があるのでそれに従った［Anwarī 1381 Sh.: 7508］。なお
20世紀初頭のアフガニスタンの史料には、mawīz-i ābǧūšなる語が見える。同書の英訳
者はこれをboiled raisinと訳し、これがQandahārの特産品であって、大型の緑色の種あ
りぶどうを熱湯に浸してから乾燥させたものであることを注している［ST: IV-4, 2245, 
n. 3］。（M）

25	　ムナッカー干しぶどうについては、その漬け物が既出である［AA: I, 66; AA (Jtr.)(4): 
68］。なお20世紀初頭のアフガニスタンでは、ムナッカーはアーブジューシュ、大黒干
しぶどう（mawīz）とともに、干しぶどうの種類を表す単語として用いられていたよう
である［ST: IV-2, 848］。（M）

26	　「アーモンドの仁」と「アーモンド」との違いについて、Blochmannは後者を殻つき
の状態と解している［AA (Etr.): I, 69］。「ピスタチオ」と「ピスタチオの仁」について
もBlochmannは同様の解釈を与えているが、殻つきアーモンドは仁より安価、殻つき
ピスタチオは仁より高価である不一致をどのように説明できるか、不明である。（M）

27	　BāburはFarġānah地方の町Kand-i Bādām（アーモンドの町、の意）から良質なアー
モンドが「HurmuzやHindūstānへすべてここのアーモンドが運ばれている」と記して
いる[BN: 8; BN (Jtr.): 17]。Akbar時代に作成されたBābur Nāmah写本の、この部分に付
された挿絵には、収穫されたアーモンドの仁が袋詰めされ、ラクダで陸送される情景
が描き込まれている［Randhawa 1983: 19］。（M）

28	　čilġūzah. チルゴザマツPinus gerardianaの種（実）および松かさ、さらにはその木そ
のものを指す［Platts 1884: 439］。この植物はおもにインド、パキスタン、アフガニス
タンの北部に分布するらしい［Gymnosperm: Pinus gerardiana］。（M）

29	　girdūに同じ。表に既出の「クルミの仁（ǧawz maġz）」との相違は不明。（M）

トゥーラーン産の果物およびその他（続）
名前 価格
カンダハール産大黒干しブドウ（mawīz） 24 【1スィールあたり】7ルピー
イチジク 【1スィールあたり】7ルピー
ムナッカー干しぶどう（munaqqā ） 25 【1スィールあたり】6 3/4ルピー
ナツメ（‘unnāb） 【1スィールあたり】3 1/2ルピー
アーモンドの仁 26 【1スィールあたり】28ルピー
アーモンド 27 【1スィールあたり】11ルピー
ピスタチオ 【1スィールあたり】9ルピー
チルグーザ松の実 28 【1スィールあたり】8ルピー
ホソバグミ（sinǧid） 【1スィールあたり】6 1/2ルピー
ピスタチオの仁 【1スィールあたり】6ルピー
クルミの仁（ǧawz maġz） 【1スィールあたり】4 1/2ルピー
ヘーゼルナッツ（fanduq） 【1スィールあたり】3ルピー
クルミ（girdukān ） 29 【1スィールあたり】2 1/2ルピー
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<I, 69-71>

30	　以下、名称の後に「※」を付した果物については、一覧表に後続して底本75頁（本
訳注68頁）以下に詳説がある。（M）

31	　Ms. A、B、Cいずれにおいても、ūkah nayšikarと併記して、nayšikar（サトウキビ）
のことであると注釈を付している。（W）

32	　Ms. A, Ms. B, Ms. C.に従い、底本の読みを改めた［AA Ms. A: 32r; AA Ms. B: 39v; 
Ms. C: 27v］。（W）

	 　この果物の果汁をキチュリー（米料理の一種）の材料として用いるレシピがNi‘mat 
Nāmahにある［NN: 51r］。（M）

33	　ナツメは「トゥーラーン産の果物」の一つとして、‘unnābの語で言及されているが、
本表所収のbērとの相違は不明。Ortaは「デカン」でberと呼ばれる果物について触れ、
ポルトガル人がanafega（ナツメ）として知っている果物に似た味ではない旨の解説を
付している。またこのberなる果物を「ホラーサーン人」os Coraçonesが、デカンのム
スリム政権の一つニザーム・シャー NizamoxaのもとにもたらしたというOrtaの記事
も注意に値する［Orta: I, 118; Orta (Etr.): 67］。16世紀中のポルトガル語、ペルシア語文
献における「ホラーサーン人」の語の意味については［真下 2017］参照。（M）

	 　Bāburは、ペルシア語でbērは「カナール（kanār）」と呼ばれていたと述べる。また、
この木の「果実は、太陽が宝瓶宮と双魚宮にある時」、すなわち大寒前後から春分前
後までの時期に熟する、と述べており、本表の旬の時期との齟齬はない［BN: 457; BN 
(Jtr.): 457］。（W）

ヒンド産の甘い果物
名前 読み 旬 価格

マンゴー※ 30 （ānb） ハムザ、アリフ、隠れたヌーン、
バーのスクーン 雨期 100個あたり

40ダーム以下

アナナース※（ananās） ハムザと2つのヌーンのファトゥ
ハ、アリフ、スィーンのスクーン 冬期 1個あたり4ダーム

カンウラー※（kanwlā）
カーフのファトゥハ、隠れたヌー
ン、ワーウのスクーン、ラーム、
アリフ

冬期 2個あたり1ダーム

サトウキビ ※
（ūkah nayšikar） 31

ハムザのダンマ、ワーウのスクー
ン、カーフのファトゥハ、隠れた
ハー

冬期 2個あたり1ダーム

ジャックフルーツ※
（kaṫhal）

カーフのファトゥハ、ヒンド語の
上双点付きターのスクーン、ハー
のファトゥハ、ラームのスクーン 32

冬期 2個あたり1ダーム

バナナ※（kēlā）
カーフのエー発音カスラ、下双点
付きヤーのスクーン、ラーム、ア
リフ

雨期 2個あたり1ダーム

ナツメ（bēr） 33 バーのエー発音カスラ、下双点付
きヤーのスクーン、ラー 冬期 1スィールあたり

2ダーム
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34	　本書の別の箇所では、Guǧarātがイチジクの産地とされている［AA: I, 485］。（N）
35	　本書の別の箇所では、Dihlī州に属するSanbhal県（sarkār）のNHTWR（Nahtōr ？）

で、甘くて大粒の šāh tūt（王様クワ）が穫れるとされている。「王様クワ」の産地とし
てはKašmīrもあげられている［AA: I, 523, 562］。（N）

36	　上記アンブリト・パルと同じく、Bāburは「オレンジとそれに類する果物」の一つと
してこの果物を挙げ、サダーファル（sadāfal）と呼ぶ。次いで、その実は「西洋なし
の形をしている。色はまるめろの色に似ている。甘くなる。しかし甘さは、シトロン
のむかつく程の甘さとは異る」と説明している［BN: 461; BN (Jtr.): 461］。sadā phalの
呼称はサンスクリット語の sadā（常に）とphal（果実）に由来し、その語義は「年中実
をつけている」である。ただし、［Bonavia 1888］によると、南アジアにおいて同様の
呼称で知られる果物は一種類にとどまらない［Bonavia 1888: 242］。なお、Blochmann
はこれをcustard-apple（シャカトウ＝バンレイシ）と訳すが、Phillottが追記しているよ
うに、custard-appleはヒンディー語で一般にSītā-phal（＝シーターの果実）であり、本
書の語形とは合わない［AA (Etr.): I, 70］。また、新大陸原産のcustard-appleが本書執筆
時までに南アジアに広まっていた確証はない。[Yule & Burnell 1903]によれば、16世紀
後半のOrtaやLinschoten、あるいは17世紀のDella ValleやBontiusの記録のいずれにお
いてもcustard-appleに関する記述はなく、むしろBlochmannによるこの訳語がcustard-
appleの導入時期に関する議論を混乱させた可能性もある［Yule & Burnell 1903: 284-
286］。（W）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

ザクロ（anār） 雨期 1マンあたり
80〜100ダーム

アンブリト・パル
（anbrit phal）

ハムザのファトゥハ、隠れたヌー
ン、バーのスクーン、ラーのカス
ラ、下双点付きターのスクーン、
ペルシア語のバーと隠れたハー
のファトゥハ、ラームのスクーン

雨期 2【個】あたり
1ダーム

イチジク（anǧīr） 34 夏期 1スィールあたり
2ダーム

クワ（tūt） 35 雨期 1スィールあたり
2ダーム

サダー・パル
（sadā phal） 36

スィーンのファトゥハ、ダール、
アリフ、ペルシア語のバーと隠れ
たハーのファトゥハ、ラームのス
クーン

通年 1個あたり1ダーム

メロン（ḫarbuzah） 夏期 1マンあたり
40ダーム
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<I, 69-71>

30	　以下、名称の後に「※」を付した果物については、一覧表に後続して底本75頁（本
訳注68頁）以下に詳説がある。（M）

31	　Ms. A、B、Cいずれにおいても、ūkah nayšikarと併記して、nayšikar（サトウキビ）
のことであると注釈を付している。（W）

32	　Ms. A, Ms. B, Ms. C.に従い、底本の読みを改めた［AA Ms. A: 32r; AA Ms. B: 39v; 
Ms. C: 27v］。（W）

	 　この果物の果汁をキチュリー（米料理の一種）の材料として用いるレシピがNi‘mat 
Nāmahにある［NN: 51r］。（M）

33	　ナツメは「トゥーラーン産の果物」の一つとして、‘unnābの語で言及されているが、
本表所収のbērとの相違は不明。Ortaは「デカン」でberと呼ばれる果物について触れ、
ポルトガル人がanafega（ナツメ）として知っている果物に似た味ではない旨の解説を
付している。またこのberなる果物を「ホラーサーン人」os Coraçonesが、デカンのム
スリム政権の一つニザーム・シャー NizamoxaのもとにもたらしたというOrtaの記事
も注意に値する［Orta: I, 118; Orta (Etr.): 67］。16世紀中のポルトガル語、ペルシア語文
献における「ホラーサーン人」の語の意味については［真下 2017］参照。（M）

	 　Bāburは、ペルシア語でbērは「カナール（kanār）」と呼ばれていたと述べる。また、
この木の「果実は、太陽が宝瓶宮と双魚宮にある時」、すなわち大寒前後から春分前
後までの時期に熟する、と述べており、本表の旬の時期との齟齬はない［BN: 457; BN 
(Jtr.): 457］。（W）

ヒンド産の甘い果物
名前 読み 旬 価格

マンゴー※ 30 （ānb） ハムザ、アリフ、隠れたヌーン、
バーのスクーン 雨期 100個あたり

40ダーム以下

アナナース※（ananās） ハムザと2つのヌーンのファトゥ
ハ、アリフ、スィーンのスクーン 冬期 1個あたり4ダーム

カンウラー※（kanwlā）
カーフのファトゥハ、隠れたヌー
ン、ワーウのスクーン、ラーム、
アリフ

冬期 2個あたり1ダーム

サトウキビ ※
（ūkah nayšikar） 31

ハムザのダンマ、ワーウのスクー
ン、カーフのファトゥハ、隠れた
ハー

冬期 2個あたり1ダーム

ジャックフルーツ※
（kaṫhal）

カーフのファトゥハ、ヒンド語の
上双点付きターのスクーン、ハー
のファトゥハ、ラームのスクーン 32

冬期 2個あたり1ダーム

バナナ※（kēlā）
カーフのエー発音カスラ、下双点
付きヤーのスクーン、ラーム、ア
リフ

雨期 2個あたり1ダーム

ナツメ（bēr） 33 バーのエー発音カスラ、下双点付
きヤーのスクーン、ラー 冬期 1スィールあたり

2ダーム
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34	　本書の別の箇所では、Guǧarātがイチジクの産地とされている［AA: I, 485］。（N）
35	　本書の別の箇所では、Dihlī州に属するSanbhal県（sarkār）のNHTWR（Nahtōr ？）

で、甘くて大粒の šāh tūt（王様クワ）が穫れるとされている。「王様クワ」の産地とし
てはKašmīrもあげられている［AA: I, 523, 562］。（N）

36	　上記アンブリト・パルと同じく、Bāburは「オレンジとそれに類する果物」の一つと
してこの果物を挙げ、サダーファル（sadāfal）と呼ぶ。次いで、その実は「西洋なし
の形をしている。色はまるめろの色に似ている。甘くなる。しかし甘さは、シトロン
のむかつく程の甘さとは異る」と説明している［BN: 461; BN (Jtr.): 461］。sadā phalの
呼称はサンスクリット語の sadā（常に）とphal（果実）に由来し、その語義は「年中実
をつけている」である。ただし、［Bonavia 1888］によると、南アジアにおいて同様の
呼称で知られる果物は一種類にとどまらない［Bonavia 1888: 242］。なお、Blochmann
はこれをcustard-apple（シャカトウ＝バンレイシ）と訳すが、Phillottが追記しているよ
うに、custard-appleはヒンディー語で一般にSītā-phal（＝シーターの果実）であり、本
書の語形とは合わない［AA (Etr.): I, 70］。また、新大陸原産のcustard-appleが本書執筆
時までに南アジアに広まっていた確証はない。[Yule & Burnell 1903]によれば、16世紀
後半のOrtaやLinschoten、あるいは17世紀のDella ValleやBontiusの記録のいずれにお
いてもcustard-appleに関する記述はなく、むしろBlochmannによるこの訳語がcustard-
appleの導入時期に関する議論を混乱させた可能性もある［Yule & Burnell 1903: 284-
286］。（W）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

ザクロ（anār） 雨期 1マンあたり
80〜100ダーム

アンブリト・パル
（anbrit phal）

ハムザのファトゥハ、隠れたヌー
ン、バーのスクーン、ラーのカス
ラ、下双点付きターのスクーン、
ペルシア語のバーと隠れたハー
のファトゥハ、ラームのスクーン

雨期 2【個】あたり
1ダーム

イチジク（anǧīr） 34 夏期 1スィールあたり
2ダーム

クワ（tūt） 35 雨期 1スィールあたり
2ダーム

サダー・パル
（sadā phal） 36

スィーンのファトゥハ、ダール、
アリフ、ペルシア語のバーと隠れ
たハーのファトゥハ、ラームのス
クーン

通年 1個あたり1ダーム

メロン（ḫarbuzah） 夏期 1マンあたり
40ダーム
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37	　Ortaは、ポルトガル人の言うPateca、すなわち tarbuzを「インドのメロン（meloés da 
India）」と呼び、甘味はそれほどではないが、非常にひんやりしていて瑞々しい、と述
べる［Orta: II, 133-144; Orta (Etr.): 303-313］。また、Linschotenも同様の記述を残してい
る［Linschoten: 82; Linschoten (Jtr.): 436］。（W）

38	　ヒンディー語でkhirnīはアカテツ科高木サワノキMimusops kaukiおよびその実を指
す［古賀・高橋 2006: 301a］。Bāburは、その果実について、黄色で赤ナツメより細身
の形状をし、ぶどうに似た香りだが後味に「ややいやな香りが残る」が、悪くない、と
述べる［BN: 456; BN (Jtr.): 456］。（W） 

	 　Guǧarāt地方のアフマド・シャーヒー朝君主Maḥmūd一世が果樹園で栽培させた果物
の一つとして、マンゴーや、次項のマフワー、後出のアーンウラーとともにキルニー
が見える[MS: 104]。また1617年、MandūからGuǧarātへの道中でǦahāngīrはキルニー
の木を目撃している［JN (T): 230, 236; JN (A): 200, 205］。（M）

39	　dēphalは、クワ科高木リンゴパンノキArtocarpus lakoochaのベンガルでの呼称
［Hamilton 1826: 333］。ヒンディー語では lakučaという［古賀・高橋 2006: 1172a］。（W）

40	　Ms. A, Ms. B, Ms. Cに従い、tēndūとūsīrāの順序を入れ替える［Ms. A: 32v; Ms. B: 
40r; Ms. C: 28r］。ヒンディー語で tēṅdūはカキノキ科リュウキュウコクタンDiospyros 
melanoxylonを指す［古賀・高橋 2006: 612a］。（W）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

スイカ（tarbuz） 37 雨期の
終わり

1個あたり
2〜10ダーム

キルニー（khirnī） 38
カーフと隠れたハーのカスラ、
ラーのスクーン、ヌーンのカス
ラ、下双点付きヤーのスクーン

雨期 1スィールあたり
4ダーム

マフワー※（mahuwā） ミームのファトゥハ、ハーのダン
マ、ワーウ、アリフ 夏期 1スィールあたり

1ダーム

デーパル（ḋēphal） 39

ヒンド語のダールのエー発音カ
スラ、下双点付きヤーのスクー
ン、ペルシア語のバーと隠れた
ハーのファトゥハ、ラームのス
クーン

冬期 1スィールあたり
4ダーム

ウースィーラー（ūsīrā）
ハムザのダンマ、ワーウのスクー
ン、スィーンのカスラ、下双点付
きヤーのスクーン、ラー、アリフ

冬期

テーンドゥー（tēndū） 40
上双点付きターのエー発音カス
ラ、ヤーのスクーン、隠れたヌー
ン、ダールのダンマ、ワーウのス
クーン

夏期 1スィールあたり
2ダーム
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41	　khaǧūrはヒンディー語でナツメヤシおよびその実を意味する。Ms. A, Ms. Cはkhaǧūr 
ḫurmāと作り、同義のペルシア語を並記しているが［AA Ms. A: 32v; AA Ms. C: 28r］、
Ms. BはḄND khaǧūrという語形を呈している。これはおそらく底本の校注にもある異
読pinḋa khaǧūrであろう［AA. Ms. B: 40r］。ḫurmāは「トゥーラーン産の果物およびそ
の他」の表に既出であるが、本書においてkhaǧūrとḫurmāはいかに区別されているの
か、今のところ成案はない。なおKetelaarはナツメヤシ（dadel）に対応するヒンディー
語としてkasuria（<khaǧūr）を、ペルシア語としてgorma（<ḫurmā）を挙げて、両者が
同義であることを証している［Bhatia & Machida 2008: 137］。なおNusḫah-i Šāh Ǧahānī
にはカジュールを用いた甘味のレシピがあり、本書の記述とは別にこの果物が加熱調
理の材料でもあったことを教えている［NSJ: 123］。（M）

42	　HI内で、ベンガルで栽培されている、ナーランジュ（Nāranǧ）に似た果物として言
及されている［HI: I, 94］。（N）

43	　Ms. A, Ms. B, Ms. Cに従い、底本のhā-yi maktūbをhā-yi ḫafīと改めた［Ms. A: 32v; 
Ms. B: 40r; Ms. C: 28r］。（W）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

カジュール（khaǧūr） 41
カーフと隠れたハーのファトゥ
ハ、ジームのダンマ、ワーウのス
クーン、ラー

雨期 1スィールあたり
4ダーム

アングーハル（angūhal）

ハムザのファトゥハ、隠れたヌー
ン、ペルシア語のカーフのダン
マ、ワーウのスクーン、ハーの
ファトゥハ、ラームのスクーン

デーラー（ḋēlā）
ヒンド語のダールのエー発音カ
スラ、下双点付きヤーのスクー
ン、ラーム、アリフ

雨期 1スィールあたり
1ダーム

グーラー（gūlah） 42
ペルシア語のカーフのダンマ、
ワーウのスクーン、ラームのファ
トゥハ、隠れたハー 43

雨期

ボールスィリー※
（bhōlsirī）

バーと隠れたハーのオー発音ダ
ンマ、ワーウのスクーン、ラーム、
スィーンのカスラ、ラー、下双点
付きヤーのスクーン

冬期 1スィールあたり
4ダーム

タルクル※（tarkul）
上双点付きターのファトゥハ、
ラーのスクーン、カーフのダン
マ、ラームのスクーン

冬期 2個あたり1ダーム

パンヤーラー※
（panyālah）

ペルシア語のバーのファトゥハ、
ヌーンのスクーン、下双点付き
ヤー、アリフ、ラームのファトゥ
ハ、書かれただけのハー

雨期 1スィールあたり
2ダーム
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37	　Ortaは、ポルトガル人の言うPateca、すなわち tarbuzを「インドのメロン（meloés da 
India）」と呼び、甘味はそれほどではないが、非常にひんやりしていて瑞々しい、と述
べる［Orta: II, 133-144; Orta (Etr.): 303-313］。また、Linschotenも同様の記述を残してい
る［Linschoten: 82; Linschoten (Jtr.): 436］。（W）

38	　ヒンディー語でkhirnīはアカテツ科高木サワノキMimusops kaukiおよびその実を指
す［古賀・高橋 2006: 301a］。Bāburは、その果実について、黄色で赤ナツメより細身
の形状をし、ぶどうに似た香りだが後味に「ややいやな香りが残る」が、悪くない、と
述べる［BN: 456; BN (Jtr.): 456］。（W） 

	 　Guǧarāt地方のアフマド・シャーヒー朝君主Maḥmūd一世が果樹園で栽培させた果物
の一つとして、マンゴーや、次項のマフワー、後出のアーンウラーとともにキルニー
が見える[MS: 104]。また1617年、MandūからGuǧarātへの道中でǦahāngīrはキルニー
の木を目撃している［JN (T): 230, 236; JN (A): 200, 205］。（M）

39	　dēphalは、クワ科高木リンゴパンノキArtocarpus lakoochaのベンガルでの呼称
［Hamilton 1826: 333］。ヒンディー語では lakučaという［古賀・高橋 2006: 1172a］。（W）

40	　Ms. A, Ms. B, Ms. Cに従い、tēndūとūsīrāの順序を入れ替える［Ms. A: 32v; Ms. B: 
40r; Ms. C: 28r］。ヒンディー語で tēṅdūはカキノキ科リュウキュウコクタンDiospyros 
melanoxylonを指す［古賀・高橋 2006: 612a］。（W）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

スイカ（tarbuz） 37 雨期の
終わり

1個あたり
2〜10ダーム

キルニー（khirnī） 38
カーフと隠れたハーのカスラ、
ラーのスクーン、ヌーンのカス
ラ、下双点付きヤーのスクーン

雨期 1スィールあたり
4ダーム

マフワー※（mahuwā） ミームのファトゥハ、ハーのダン
マ、ワーウ、アリフ 夏期 1スィールあたり

1ダーム

デーパル（ḋēphal） 39

ヒンド語のダールのエー発音カ
スラ、下双点付きヤーのスクー
ン、ペルシア語のバーと隠れた
ハーのファトゥハ、ラームのス
クーン

冬期 1スィールあたり
4ダーム

ウースィーラー（ūsīrā）
ハムザのダンマ、ワーウのスクー
ン、スィーンのカスラ、下双点付
きヤーのスクーン、ラー、アリフ

冬期

テーンドゥー（tēndū） 40
上双点付きターのエー発音カス
ラ、ヤーのスクーン、隠れたヌー
ン、ダールのダンマ、ワーウのス
クーン

夏期 1スィールあたり
2ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 

― 58 ―

BFLKU44_049-088_02-Mashita_CS6.indd   58 2017/03/03   18:26

41	　khaǧūrはヒンディー語でナツメヤシおよびその実を意味する。Ms. A, Ms. Cはkhaǧūr 
ḫurmāと作り、同義のペルシア語を並記しているが［AA Ms. A: 32v; AA Ms. C: 28r］、
Ms. BはḄND khaǧūrという語形を呈している。これはおそらく底本の校注にもある異
読pinḋa khaǧūrであろう［AA. Ms. B: 40r］。ḫurmāは「トゥーラーン産の果物およびそ
の他」の表に既出であるが、本書においてkhaǧūrとḫurmāはいかに区別されているの
か、今のところ成案はない。なおKetelaarはナツメヤシ（dadel）に対応するヒンディー
語としてkasuria（<khaǧūr）を、ペルシア語としてgorma（<ḫurmā）を挙げて、両者が
同義であることを証している［Bhatia & Machida 2008: 137］。なおNusḫah-i Šāh Ǧahānī
にはカジュールを用いた甘味のレシピがあり、本書の記述とは別にこの果物が加熱調
理の材料でもあったことを教えている［NSJ: 123］。（M）

42	　HI内で、ベンガルで栽培されている、ナーランジュ（Nāranǧ）に似た果物として言
及されている［HI: I, 94］。（N）

43	　Ms. A, Ms. B, Ms. Cに従い、底本のhā-yi maktūbをhā-yi ḫafīと改めた［Ms. A: 32v; 
Ms. B: 40r; Ms. C: 28r］。（W）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

カジュール（khaǧūr） 41
カーフと隠れたハーのファトゥ
ハ、ジームのダンマ、ワーウのス
クーン、ラー

雨期 1スィールあたり
4ダーム

アングーハル（angūhal）

ハムザのファトゥハ、隠れたヌー
ン、ペルシア語のカーフのダン
マ、ワーウのスクーン、ハーの
ファトゥハ、ラームのスクーン

デーラー（ḋēlā）
ヒンド語のダールのエー発音カ
スラ、下双点付きヤーのスクー
ン、ラーム、アリフ

雨期 1スィールあたり
1ダーム

グーラー（gūlah） 42
ペルシア語のカーフのダンマ、
ワーウのスクーン、ラームのファ
トゥハ、隠れたハー 43

雨期

ボールスィリー※
（bhōlsirī）

バーと隠れたハーのオー発音ダ
ンマ、ワーウのスクーン、ラーム、
スィーンのカスラ、ラー、下双点
付きヤーのスクーン

冬期 1スィールあたり
4ダーム

タルクル※（tarkul）
上双点付きターのファトゥハ、
ラーのスクーン、カーフのダン
マ、ラームのスクーン

冬期 2個あたり1ダーム

パンヤーラー※
（panyālah）

ペルシア語のバーのファトゥハ、
ヌーンのスクーン、下双点付き
ヤー、アリフ、ラームのファトゥ
ハ、書かれただけのハー

雨期 1スィールあたり
2ダーム
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44	　ヒンディー語の lasōṛā（ムラカサキ科高木スズメイヌヂシャ Cordia myxaならびにそ
の果実）であろうか［古賀・高橋 2006: 1183a］。（W）

45	　Ni‘mat Nāmahには、カルリーのキチュリーのレシピが言及されているが、この果物
を指すのかどうかは不明［NN: 28r-28v］。（M）

46	　Ms. A, Ms. B, Ms. Cに従い、底本の rā-yi duwwumを rāに改めた［Ms. A: 32v; Ms. B: 
40r; Ms. C: 28r］。（W）

47	　ヒンディー語でクワ科フサナリイチジクFicus glomerataとその実を意味する［古賀・
高橋 2006: 356a］。Bāburは、グーラルについて「果実は木の幹から出て、いちじくに
似ている。まことに味に乏しい果物である」と述べる［BN: 457; BN (Jtr.): 457］。（W）

	 　MSは、Guǧarāt地方Girnār山の南方に、グーラルをはじめ、前出のキルニー、後出
するマンゴー、タマリンド（anbilī）などの果樹が繁茂していたことを伝えている［MS: 
118］。（M）

48	　ヒンディー語では、Careya arborea（英語名Wild Guava）の木を意味する［Platts 
1884: 301a; McGregor 1993: 634b］。緑色の大きなベリーのような食べられる実をつける

［Roxburgh 1795: III, 14, 218］。（W）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

ラサウラー
（lhasawrah） 44

ラームと隠れたハーのファトゥ
ハ、スィーンのファトゥハ、ワー
ウのスクーン、ラーのファトゥ
ハ、書かれただけのハー

夏期 1スィールあたり
1ダーム

グンビー※（gunbhī）

ペルシア語のカーフのダンマ、
ヌーンのスクーン、バーと隠れた
ハーのカスラ、下双点付きヤーの
スクーン

冬期 1スィールあたり
4ダーム

カルリー（karhrī） 45
カーフのファトゥハ、ラーとハー
のスクー、ラーのカスラ 46、下双
点付きヤーのスクーン

夏期 1スィールあたり
4ダーム

タルリー※（tar-rī）

上双点付きターのファトゥハ、
ラーのスクーン、2つ目のラーの
カスラ、下双点付きヤーのスクー
ン

バンガー（bangah）
バーのファトゥハ、隠れたヌー
ン、ペルシア語のカーフのファ
トゥハ、書かれただけのハー

雨期 2個あたり1ダーム

グーラル（gūlar） 47
ペルシア語のカーフのダンマ、
ワーウのスクーン、ラームのファ
トゥハ、ラーのスクーン

春期 1スィールあたり
2ダーム

ピールー（pīlū） 48
ペルシア語のバーのカスラ、下双
点付きヤーのスクーン、ラームの
ダンマ、ワーウのスクーン

夏期 1スィールあたり
2ダーム
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<I, 71-72>

49	　Ms. A, Ms. Bでは、これに続けて「カーフ、隠れたハー、ジームのダンマ、ワーウの
スクーン、ラー」とある。（N）

50	　辞書にはaḫrōṫとakhrōṫの二つの語形が採録されているが、元来の語形は後者であ
る。Ketelaarはクルミookernoot（sic.）に対するヒンディー語としてoakrootとの音写
を示している。なおKetelaarは、クルミに対するペルシア語としてgordakonを挙げて
いるが、これが既出のgirdukānに対応することは明白である［Bhatia & Machida 2008: 
212］。そうなると本書におけるaḫrōṫとgirdukānの相違は不可解である。（M）

51	　Ms. Cは「すなわちクルミ」を欠く。（N）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

バラウター（barawtah）
バーとラーのファトゥハ、ワーウ
のスクーン、上双点付きターの
ファトゥハ、書かれただけのハー

夏期

ピヤール※（piyār）
ペルシア語のバーのカスラ、下双
点付きヤー、アリフ、ラーのス
クーン

雨期 1スィールあたり
4ダーム

干すこともある果物
名前 読み 旬 価格

ココナツ※（nāriyal）
ヌーン、アリフ、ラーのカスラ、下
双点付きヤーのファトゥハ、ラー
ムのスクーン

冬期 1個で4ダーム

丸カジュール※
（pinḋa khaǧūr）

ペルシア語のバーのカスラ、隠れ
たヌーン、ヒンド語のダールの
ファトゥハ 49

夏期 1スィールあたり
6ダーム

アフロート（aḫrōṫ） 50

すなわちクルミ
（čahār maġz） 51

ハムザのファトゥハ、点付きハー
のスクーン、ラーのオー発音ダン
マ、ワーウのスクーン、ヒンド語
の上双点付きター

夏期 1スィールあたり
8ダーム

チラウンジー※
（čirawnǧī）

ペルシア語のジームのカスラ、
ラーのファトゥハ、ワーウのス
クーン、隠れたヌーン、ジームの
カスラ、下双点付きヤーのスクー
ン

夏期 1スィールあたり
4ダーム
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44	　ヒンディー語の lasōṛā（ムラカサキ科高木スズメイヌヂシャ Cordia myxaならびにそ
の果実）であろうか［古賀・高橋 2006: 1183a］。（W）

45	　Ni‘mat Nāmahには、カルリーのキチュリーのレシピが言及されているが、この果物
を指すのかどうかは不明［NN: 28r-28v］。（M）

46	　Ms. A, Ms. B, Ms. Cに従い、底本の rā-yi duwwumを rāに改めた［Ms. A: 32v; Ms. B: 
40r; Ms. C: 28r］。（W）

47	　ヒンディー語でクワ科フサナリイチジクFicus glomerataとその実を意味する［古賀・
高橋 2006: 356a］。Bāburは、グーラルについて「果実は木の幹から出て、いちじくに
似ている。まことに味に乏しい果物である」と述べる［BN: 457; BN (Jtr.): 457］。（W）

	 　MSは、Guǧarāt地方Girnār山の南方に、グーラルをはじめ、前出のキルニー、後出
するマンゴー、タマリンド（anbilī）などの果樹が繁茂していたことを伝えている［MS: 
118］。（M）

48	　ヒンディー語では、Careya arborea（英語名Wild Guava）の木を意味する［Platts 
1884: 301a; McGregor 1993: 634b］。緑色の大きなベリーのような食べられる実をつける

［Roxburgh 1795: III, 14, 218］。（W）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

ラサウラー
（lhasawrah） 44

ラームと隠れたハーのファトゥ
ハ、スィーンのファトゥハ、ワー
ウのスクーン、ラーのファトゥ
ハ、書かれただけのハー

夏期 1スィールあたり
1ダーム

グンビー※（gunbhī）

ペルシア語のカーフのダンマ、
ヌーンのスクーン、バーと隠れた
ハーのカスラ、下双点付きヤーの
スクーン

冬期 1スィールあたり
4ダーム

カルリー（karhrī） 45
カーフのファトゥハ、ラーとハー
のスクー、ラーのカスラ 46、下双
点付きヤーのスクーン

夏期 1スィールあたり
4ダーム

タルリー※（tar-rī）

上双点付きターのファトゥハ、
ラーのスクーン、2つ目のラーの
カスラ、下双点付きヤーのスクー
ン

バンガー（bangah）
バーのファトゥハ、隠れたヌー
ン、ペルシア語のカーフのファ
トゥハ、書かれただけのハー

雨期 2個あたり1ダーム

グーラル（gūlar） 47
ペルシア語のカーフのダンマ、
ワーウのスクーン、ラームのファ
トゥハ、ラーのスクーン

春期 1スィールあたり
2ダーム

ピールー（pīlū） 48
ペルシア語のバーのカスラ、下双
点付きヤーのスクーン、ラームの
ダンマ、ワーウのスクーン

夏期 1スィールあたり
2ダーム
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<I, 71-72>

49	　Ms. A, Ms. Bでは、これに続けて「カーフ、隠れたハー、ジームのダンマ、ワーウの
スクーン、ラー」とある。（N）

50	　辞書にはaḫrōṫとakhrōṫの二つの語形が採録されているが、元来の語形は後者であ
る。Ketelaarはクルミookernoot（sic.）に対するヒンディー語としてoakrootとの音写
を示している。なおKetelaarは、クルミに対するペルシア語としてgordakonを挙げて
いるが、これが既出のgirdukānに対応することは明白である［Bhatia & Machida 2008: 
212］。そうなると本書におけるaḫrōṫとgirdukānの相違は不可解である。（M）

51	　Ms. Cは「すなわちクルミ」を欠く。（N）

ヒンド産の甘い果物（続）
名前 読み 旬 価格

バラウター（barawtah）
バーとラーのファトゥハ、ワーウ
のスクーン、上双点付きターの
ファトゥハ、書かれただけのハー

夏期

ピヤール※（piyār）
ペルシア語のバーのカスラ、下双
点付きヤー、アリフ、ラーのス
クーン

雨期 1スィールあたり
4ダーム

干すこともある果物
名前 読み 旬 価格

ココナツ※（nāriyal）
ヌーン、アリフ、ラーのカスラ、下
双点付きヤーのファトゥハ、ラー
ムのスクーン

冬期 1個で4ダーム

丸カジュール※
（pinḋa khaǧūr）

ペルシア語のバーのカスラ、隠れ
たヌーン、ヒンド語のダールの
ファトゥハ 49

夏期 1スィールあたり
6ダーム

アフロート（aḫrōṫ） 50

すなわちクルミ
（čahār maġz） 51

ハムザのファトゥハ、点付きハー
のスクーン、ラーのオー発音ダン
マ、ワーウのスクーン、ヒンド語
の上双点付きター

夏期 1スィールあたり
8ダーム

チラウンジー※
（čirawnǧī）

ペルシア語のジームのカスラ、
ラーのファトゥハ、ワーウのス
クーン、隠れたヌーン、ジームの
カスラ、下双点付きヤーのスクー
ン

夏期 1スィールあたり
4ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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<I, 72-73>

52	　ヒンディー語では、makhānāという語形で、スイレン科オニバスEuryale feroxとそ
の実を指す［古賀・高橋 2006: 1028a］。（N）

53	　19世紀にインドで活動した医師 Irvineは、当時のAǧmēr付近ではNymphaea lotus（ヨ
ザキスイレン）の実がKawul-guttiと呼ばれ、食用、薬用にされていたと伝える［Irvine 
1841: 143］。（N）

54	　この項目には、カボチャやナス、人参など、特に多くの果菜や根菜が含まれている。
（N）

55	　ウルドゥー語では、ウリ科カラスウリ属のTrichosantehs dioica（pointed gourd）とさ
れる。ヒンディー語では、parwalという語形で同様の植物を指す［古賀・高橋 2006 :  
790a; Platts 1884: 269a］。（N）

56	　本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげら
れている［AA: I, 300］。（N）

57	　本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげら
れている［AA: I, 300］。（N）

干すこともある果物（続）
名前 読み 旬 価格

オニバスの実
（makhānān） 52

ミームのファトゥハ、カーフ、隠
れたハー、アリフ、ヌーン、アリ
フ、隠れたヌーン

冬期 1スィールあたり
4ダーム

ビンロウジ※（sūpiyārī）

スィーンのダンマ、ワーウのス
クーン、ペルシア語のバーのカ
スラ、下双点付きヤー、アリフ、
ラーのカスラ、下双点付きヤーの
スクーン

冬期 1スィールあたり
8ダーム

カウルガッター
（kawl gaṫṫah） 53

カーフのファトゥハ、ワーウのス
クーン、ラーム、ペルシア語の
カーフのファトゥハ、シャッダあ
りのヒンド語の上双点付きター、
書かれただけのハー

夏期 1スィールあたり
2ダーム

加熱調理後に食されるもの 54

名前 読み 旬 価格

パルワル（palwal） 55
ペルシア語のバーのファトゥハ、
ラームのスクーン、ワーウのファ
トゥハ、ラームのスクーン

雨期 1スィールあたり
2ダーム

カボチャ（kadū） 56 雨期 1個あたり2ダーム

ナス（bādinğān） 57 通年 1スィールあたり1
1/2ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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58	　ヒンディー語やウルドゥー語ではウリ科トカドヘチマLuffa acutangulaとされる［古
賀・高橋 2006: 608a; Platts 1884: 321b］。（N） 

59	　ヒンディー語ではウリ科のカラスウリTrichosanthes cucumeroides、あるいはヤサイ
カラスウリ、学名Coccinia indicaを指す。ウルドゥー語では、Bryonia grandisを指すと
される［古賀・高橋 2006: 177b; Platts 1884: 853a］。（N）

60	　ヒンディー語やウルドゥー語では、sēmという語がマメ科のアオイマメ、フジマメ
Phaseolus lunatusあるいはDolichos lablabを指すが、この語との関係は不明確である

［古賀・高橋 2006: 1376b; Platts 1884: 712b］。（N）
61	　ヒンディー語では、pēťhāという綴りでウリ科のトウガ（トウガン）Benincasa hispida

を指す。ウルドゥー語でもウリ科の植物の実を指すが、種類は特定されていない［古
賀・高橋 2006: 846a; Platts 1884: 297a］。（N）

62	　本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげら
れている［AA: I, 300］。ヒンディー語でkarīlはフウチョウソウ科のケーパー Capparis 
aphyllaを指す［古賀・高橋 2006: 203a］。ウルドゥー語では、同種の植物あるいはタケ
ノコを指す［Platts 1884: 830b］。（N）

加熱調理後に食されるもの（続）
名前 読み 旬 価格

トゥライー（turayī） 58

上双点付きターのダンマ、ラーの
ファトゥハ、下双点付きヤーのカ
スラ、次の双点付きヤーのスクー
ン

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

カンドゥーリー
（kandūrī） 59

カーフのファトゥハ、隠れたヌー
ン、ダールのダンマ、ワーウのス
クーン、ラーのカスラ、下双点付
きヤーのスクーン

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

セーンブ（sēnb） 60
スィーンのエー発音カスラ、下双
点付きヤーのスクーン、隠れた
ヌーン、単独のバーのスクーン

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

ペーター（pēťah） 61

ペルシア語のバーのエー発音カ
スラ、下双点付きヤーのスクー
ン、ヒンド語の上双点付きターの
ファトゥハ、書かれただけのハー

雨期 1個あたり8ダーム

カリーラー（karīlah） 62

カーフのファトゥハ、ラーのカス
ラ、下双点付きヤーのスクーン、
ラームのファトゥハ、書かれただ
けのハー

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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<I, 72-73>

52	　ヒンディー語では、makhānāという語形で、スイレン科オニバスEuryale feroxとそ
の実を指す［古賀・高橋 2006: 1028a］。（N）

53	　19世紀にインドで活動した医師 Irvineは、当時のAǧmēr付近ではNymphaea lotus（ヨ
ザキスイレン）の実がKawul-guttiと呼ばれ、食用、薬用にされていたと伝える［Irvine 
1841: 143］。（N）

54	　この項目には、カボチャやナス、人参など、特に多くの果菜や根菜が含まれている。
（N）

55	　ウルドゥー語では、ウリ科カラスウリ属のTrichosantehs dioica（pointed gourd）とさ
れる。ヒンディー語では、parwalという語形で同様の植物を指す［古賀・高橋 2006 :  
790a; Platts 1884: 269a］。（N）

56	　本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげら
れている［AA: I, 300］。（N）

57	　本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげら
れている［AA: I, 300］。（N）

干すこともある果物（続）
名前 読み 旬 価格

オニバスの実
（makhānān） 52

ミームのファトゥハ、カーフ、隠
れたハー、アリフ、ヌーン、アリ
フ、隠れたヌーン

冬期 1スィールあたり
4ダーム

ビンロウジ※（sūpiyārī）

スィーンのダンマ、ワーウのス
クーン、ペルシア語のバーのカ
スラ、下双点付きヤー、アリフ、
ラーのカスラ、下双点付きヤーの
スクーン

冬期 1スィールあたり
8ダーム

カウルガッター
（kawl gaṫṫah） 53

カーフのファトゥハ、ワーウのス
クーン、ラーム、ペルシア語の
カーフのファトゥハ、シャッダあ
りのヒンド語の上双点付きター、
書かれただけのハー

夏期 1スィールあたり
2ダーム

加熱調理後に食されるもの 54

名前 読み 旬 価格

パルワル（palwal） 55
ペルシア語のバーのファトゥハ、
ラームのスクーン、ワーウのファ
トゥハ、ラームのスクーン

雨期 1スィールあたり
2ダーム

カボチャ（kadū） 56 雨期 1個あたり2ダーム

ナス（bādinğān） 57 通年 1スィールあたり1
1/2ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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58	　ヒンディー語やウルドゥー語ではウリ科トカドヘチマLuffa acutangulaとされる［古
賀・高橋 2006: 608a; Platts 1884: 321b］。（N） 

59	　ヒンディー語ではウリ科のカラスウリTrichosanthes cucumeroides、あるいはヤサイ
カラスウリ、学名Coccinia indicaを指す。ウルドゥー語では、Bryonia grandisを指すと
される［古賀・高橋 2006: 177b; Platts 1884: 853a］。（N）

60	　ヒンディー語やウルドゥー語では、sēmという語がマメ科のアオイマメ、フジマメ
Phaseolus lunatusあるいはDolichos lablabを指すが、この語との関係は不明確である

［古賀・高橋 2006: 1376b; Platts 1884: 712b］。（N）
61	　ヒンディー語では、pēťhāという綴りでウリ科のトウガ（トウガン）Benincasa hispida

を指す。ウルドゥー語でもウリ科の植物の実を指すが、種類は特定されていない［古
賀・高橋 2006: 846a; Platts 1884: 297a］。（N）

62	　本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげら
れている［AA: I, 300］。ヒンディー語でkarīlはフウチョウソウ科のケーパー Capparis 
aphyllaを指す［古賀・高橋 2006: 203a］。ウルドゥー語では、同種の植物あるいはタケ
ノコを指す［Platts 1884: 830b］。（N）

加熱調理後に食されるもの（続）
名前 読み 旬 価格

トゥライー（turayī） 58

上双点付きターのダンマ、ラーの
ファトゥハ、下双点付きヤーのカ
スラ、次の双点付きヤーのスクー
ン

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

カンドゥーリー
（kandūrī） 59

カーフのファトゥハ、隠れたヌー
ン、ダールのダンマ、ワーウのス
クーン、ラーのカスラ、下双点付
きヤーのスクーン

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

セーンブ（sēnb） 60
スィーンのエー発音カスラ、下双
点付きヤーのスクーン、隠れた
ヌーン、単独のバーのスクーン

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

ペーター（pēťah） 61

ペルシア語のバーのエー発音カ
スラ、下双点付きヤーのスクー
ン、ヒンド語の上双点付きターの
ファトゥハ、書かれただけのハー

雨期 1個あたり8ダーム

カリーラー（karīlah） 62

カーフのファトゥハ、ラーのカス
ラ、下双点付きヤーのスクーン、
ラームのファトゥハ、書かれただ
けのハー

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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63	　本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげら
れている［AA: I, 300］。ヒンディー語では、kakōṙāという語がヘビウリあるいはモク
ベツシMomordica cochinchinensisを、ウルドゥー語では、Momordica muricataを指す。
なお、kakēṙāという語もウリ科のヘビウリTrichosantehs anguinaを指す［古賀・高橋 
2006: 179b; Platts 1884: 840a］。（N）

64	　カチャールーの漬け物は既出［AA: I, 66; AA (Jtr.)(4): 69, 69, n. h］。秋作期に属する作
物として、Āgrah州、Ilāhābād州、Awadh州、Dihlī州、Lāhawr州、Multān州の価格統
計に見える［AA: I, 309, 317, 323, 331, 337, 344］。（M）

65	　ヒンディー語やウルドゥー語では、ウリ科のヘビウリTrichosantehs anguinaを指す
［古賀・高橋 2006: 388b; Platts 1884: 427a］。（N）

66	　スーランの漬け物は既出［AA: I, 66; AA (Jtr.)(4): 69, 69, n. d］。（M）
67	　底本はzardak gāǧarとなっているが、gāǧarの語は参照した３写本いずれにも存在し

ない［Ms. A: 33r; Ms. B: 40v; Ms. C: 28v］。なお、zardakを用いる料理のレシピと、ザ
ルダク人参の漬け物は本書に既出［AA: 57, 66; AA (Jtr.) (4): , 48, 50, 68］。また、zardak
は、本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげ
られている［AA: I, 300］。（N）

加熱調理後に食されるもの（続）
名前 読み 旬 価格

カクーラー（kakūrah） 63

最初のカーフのファトゥハ、2番
目の【カーフの】ダンマ、ワーウ
のスクーン、ラーのファトゥハ、
書かれただけのハー

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

カチャールー（kačālū） 64
カーフのファトゥハ、ペルシア語
のジーム、アリフ、ラームのダン
マ、ワーウのスクーン

雨期 1スィールあたり
2ダーム

チャチーンダー
（čačīndā） 65

最初のペルシア語のジームの
ファトゥハ、2番目のペルシア語
のジームのカスラ、下双点付き
ヤーのスクーン、隠れたヌーン、
ヒンド語のダール、アリフ

雨期 1スィールあたり
2ダーム

スーラン（sūran） 66
スィーンのダンマ、ワーウのス
クーン、ラーのファトゥハ、ヌー
ンのスクーン

夏期 1スィールあたり
1ダーム

ザルダク人参（zardak） 67
ペルシア語のカーフ、アリフ、
ジームのファトゥハ、ラーのス
クーン

冬期 1スィールあたり
1ダーム

スィンガーラー※
（singhārah）

スィーンのカスラ、隠れたヌー
ン、ペルシア語のカーフ、隠れた
ハー、アリフ、ラーのファトゥハ、
書かれただけのハー

雨期 1スィールあたり
3ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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<I, 74-75>

68	　底本では、この「甘酸っぱい果物」の表は「酸っぱい果物」の表の後に配置されて
いるが、写本はいずれも「甘酸っぱい果物」の表が先行している［AA Ms. A: 33v; AA 
Ms. B: 41r; AA Ms. C: 29r］。本訳注は写本の順序に従った。（M）

69	　写本はいずれもanbilīに並記して tamr-i hindī（タマリンドを意味するペルシア語で
「インドのナツメヤシ」の意）を補う[AA Ms. A: 33v; AA Ms. B: 41r; AA Ms. C: 29r]。
anbilīについてはBāburも記録しており「インドのナツメヤシ」ḫurmā-yi hindīと形容し
ている［BN: 455; BN (Jtr.): 455］。またOrtaも、詳細な説明を記している［Orta: II, 319-
324; Orta (Etr.): 422-428］。（M）

70	　クワ科高木タネパンノキ及びタネナシパンノキ Artocarpus communis; クワ科高木リ
ンゴパンノキArtocarpus lakoocha [古賀・高橋 2006: 918a]。バドハルについてはBābur
が「柔く熟す。どこでも手で引きちぎって食べられる。味はビヒー（まるめろ）の腐っ
たのによく似ている。きわめて甘酸っぱい、かなりよい味がする」としている［BN: 
457; BN (Jtr.): 457］。この果物の果汁をキチュリー（米料理の一種）の材料として用い
るレシピがNi‘mat Nāmahにある［NN: 51r］。（M）

加熱調理後に食されるもの（続）
名前 読み 旬 価格

サーラク※（sālak） スィーン、アリフ、ラームのファ
トゥハ、カーフのスクーン 冬期 1スィールあたり

2ダーム

ピンダールー※
（pinḋālū）

ペルシア語のバーのカスラ、隠れ
たヌーン、ヒンド語のダール、ア
リフ、ラームのダンマ、ワーウの
スクーン

冬期 1スィールあたり
2ダーム

セーヤーリー※（sēyālī）
スィーンのエー発音カスラ、下双
点付きヤー、アリフ、ラームのカ
スラ、下双点付きヤーのスクーン

夏期

カセールー※（kasērū）

カーフのファトゥハ、スィーンの
エー発音カスラ、下双点付きヤー
のスクーン、ラーのダンマ、ワー
ウのスクーン

冬期 1スィールあたり
3ダーム

甘酸っぱい果物 68

名前 読み 旬 価格

タマリンド（anbilī） 69
ハムザのファトゥハ、隠れたヌー
ン、バーのカスラ、ラーム、下双
点付きヤーのスクーン

夏期 1スィールあたり
2ダーム

バドハル（baḋ-hal） 70
バーのファトゥハ、ヒンド語の
ダールのスクーン、ハーのファ
トゥハ、ラームのスクーン

夏期 1個あたり1ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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63	　本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげら
れている［AA: I, 300］。ヒンディー語では、kakōṙāという語がヘビウリあるいはモク
ベツシMomordica cochinchinensisを、ウルドゥー語では、Momordica muricataを指す。
なお、kakēṙāという語もウリ科のヘビウリTrichosantehs anguinaを指す［古賀・高橋 
2006: 179b; Platts 1884: 840a］。（N）

64	　カチャールーの漬け物は既出［AA: I, 66; AA (Jtr.)(4): 69, 69, n. h］。秋作期に属する作
物として、Āgrah州、Ilāhābād州、Awadh州、Dihlī州、Lāhawr州、Multān州の価格統
計に見える［AA: I, 309, 317, 323, 331, 337, 344］。（M）

65	　ヒンディー語やウルドゥー語では、ウリ科のヘビウリTrichosantehs anguinaを指す
［古賀・高橋 2006: 388b; Platts 1884: 427a］。（N）

66	　スーランの漬け物は既出［AA: I, 66; AA (Jtr.)(4): 69, 69, n. d］。（M）
67	　底本はzardak gāǧarとなっているが、gāǧarの語は参照した３写本いずれにも存在し

ない［Ms. A: 33r; Ms. B: 40v; Ms. C: 28v］。なお、zardakを用いる料理のレシピと、ザ
ルダク人参の漬け物は本書に既出［AA: 57, 66; AA (Jtr.) (4): , 48, 50, 68］。また、zardak
は、本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげ
られている［AA: I, 300］。（N）

加熱調理後に食されるもの（続）
名前 読み 旬 価格

カクーラー（kakūrah） 63

最初のカーフのファトゥハ、2番
目の【カーフの】ダンマ、ワーウ
のスクーン、ラーのファトゥハ、
書かれただけのハー

雨期 1スィールあたり1
1/2ダーム

カチャールー（kačālū） 64
カーフのファトゥハ、ペルシア語
のジーム、アリフ、ラームのダン
マ、ワーウのスクーン

雨期 1スィールあたり
2ダーム

チャチーンダー
（čačīndā） 65

最初のペルシア語のジームの
ファトゥハ、2番目のペルシア語
のジームのカスラ、下双点付き
ヤーのスクーン、隠れたヌーン、
ヒンド語のダール、アリフ

雨期 1スィールあたり
2ダーム

スーラン（sūran） 66
スィーンのダンマ、ワーウのス
クーン、ラーのファトゥハ、ヌー
ンのスクーン

夏期 1スィールあたり
1ダーム

ザルダク人参（zardak） 67
ペルシア語のカーフ、アリフ、
ジームのファトゥハ、ラーのス
クーン

冬期 1スィールあたり
1ダーム

スィンガーラー※
（singhārah）

スィーンのカスラ、隠れたヌー
ン、ペルシア語のカーフ、隠れた
ハー、アリフ、ラーのファトゥハ、
書かれただけのハー

雨期 1スィールあたり
3ダーム
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<I, 74-75>

68	　底本では、この「甘酸っぱい果物」の表は「酸っぱい果物」の表の後に配置されて
いるが、写本はいずれも「甘酸っぱい果物」の表が先行している［AA Ms. A: 33v; AA 
Ms. B: 41r; AA Ms. C: 29r］。本訳注は写本の順序に従った。（M）

69	　写本はいずれもanbilīに並記して tamr-i hindī（タマリンドを意味するペルシア語で
「インドのナツメヤシ」の意）を補う[AA Ms. A: 33v; AA Ms. B: 41r; AA Ms. C: 29r]。
anbilīについてはBāburも記録しており「インドのナツメヤシ」ḫurmā-yi hindīと形容し
ている［BN: 455; BN (Jtr.): 455］。またOrtaも、詳細な説明を記している［Orta: II, 319-
324; Orta (Etr.): 422-428］。（M）

70	　クワ科高木タネパンノキ及びタネナシパンノキ Artocarpus communis; クワ科高木リ
ンゴパンノキArtocarpus lakoocha [古賀・高橋 2006: 918a]。バドハルについてはBābur
が「柔く熟す。どこでも手で引きちぎって食べられる。味はビヒー（まるめろ）の腐っ
たのによく似ている。きわめて甘酸っぱい、かなりよい味がする」としている［BN: 
457; BN (Jtr.): 457］。この果物の果汁をキチュリー（米料理の一種）の材料として用い
るレシピがNi‘mat Nāmahにある［NN: 51r］。（M）

加熱調理後に食されるもの（続）
名前 読み 旬 価格

サーラク※（sālak） スィーン、アリフ、ラームのファ
トゥハ、カーフのスクーン 冬期 1スィールあたり

2ダーム

ピンダールー※
（pinḋālū）

ペルシア語のバーのカスラ、隠れ
たヌーン、ヒンド語のダール、ア
リフ、ラームのダンマ、ワーウの
スクーン

冬期 1スィールあたり
2ダーム

セーヤーリー※（sēyālī）
スィーンのエー発音カスラ、下双
点付きヤー、アリフ、ラームのカ
スラ、下双点付きヤーのスクーン

夏期

カセールー※（kasērū）

カーフのファトゥハ、スィーンの
エー発音カスラ、下双点付きヤー
のスクーン、ラーのダンマ、ワー
ウのスクーン

冬期 1スィールあたり
3ダーム

甘酸っぱい果物 68

名前 読み 旬 価格

タマリンド（anbilī） 69
ハムザのファトゥハ、隠れたヌー
ン、バーのカスラ、ラーム、下双
点付きヤーのスクーン

夏期 1スィールあたり
2ダーム

バドハル（baḋ-hal） 70
バーのファトゥハ、ヒンド語の
ダールのスクーン、ハーのファ
トゥハ、ラームのスクーン

夏期 1個あたり1ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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71	　ヒンディー語ではkamrakh の語形をとり、カタバミ科小木ゴレンシAverrhoa 
carambolaを指す［古賀・高橋 2006: 196b; Platts 1884: 848b］. kamrakについてはBābur
が「やや生の時にとったものは非常ににがい。よく熟したものはやや酸っぱい酸味を
持っている」と記録している［BN: 456; BN (Jtr.): 456］。また、カムラクからジャムを
製するレシピがNSJにある［NSJ: 109-110］。（M）

72	　BāburはLamġānāt, Baǧawr, Suwādをオレンジ（nāranǧ）の多産地として挙げている
［BN: 460; BN (Jtr.): 460］。（M）

73	　Eugenia jambolana ないし Syzygium jambolanum［Platts 1884: 372a］. フトモモ科高木
ムラサキフトモモ Eugenia cumini; Eugenia jambolana［古賀・高橋 2006: 486a］. ǧāman
についてはBāburが「果実は黒ぶどうに似ている。やや酸っぱく、特によいという事は
ない」としている［BN: 456; BN (Jtr.): 456］。（M）

	 　17世紀初頭のオランダ東インド会社関係者によるQuṭb Šāhī朝についての記録でも、
この果物（jamoodと呼ばれている）のことが記されている。それによると、その果実
は「小型のリンゴの一種で、黒チェリーの大きさをしていて、中に核がある。これら
はきわめて黒く、酸味で口をすぼめさせる」という［Relations: 85］。（W）

74	　シナノキ科ウオトリギ属小木 Grewia subinaequalis; Grewia asiatica［古賀・高橋 2006: 
895b; Platts 1884: 282a］.（M）

75	　キョウチクトウ科常緑低木カリッサ Carissa carandas［古賀・高橋 2006: 203b; Platts 
1884: 829b-830a］. Bāburはkarawundahという綴りでこの果物を記録している［BN: 457; 
BN (Jtr.): 457］。カラウンダーを用いたレシピがNi‘mat Nāmahに見える［NN: 29v］。（M）

甘酸っぱい果物（続）
名前 読み 旬 価格

カムラク（kamrak） 71
カーフのファトゥハ、ミームのス
クーン、ラーのファトゥハ、カー
フのスクーン

冬期 4個あたり1ダーム

オレンジ（nārangī） 72

ヌーン、アリフ、ラーのファトゥ
ハ、ヌーンのスクーン、ペルシア
語のカーフのカスラ、下双点付き
ヤーのスクーン

冬期 2個あたり1ダーム

山ブドウ（angūr-i kūhī）。
たいていはヒンドゥース
ターンの山麓にできる。

夏期

ジャーマン（ǧāman） 73 ジーム、アリフ、ミームのファ
トゥハ、ヌーンのスクーン 雨期 1スィールあたり

1ダーム

パールサー（phālsah） 74

ペルシア語のバー、隠れたハー、
ア リ フ、 ラ ー ム の ス ク ー ン、
スィーンのファトゥハ、書かれた
だけのハー

夏期 1スィールあたり
1/2ダーム

カラウンダー
（karawndā） 75

カーフとラーのファトゥハ、ワー
ウのスクーン、隠れたヌーン、
ダール、アリフ

雨期 1スィールあたり
1ダーム

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 

― 66 ―

BFLKU44_049-088_02-Mashita_CS6.indd   66 2017/03/03   18:26

76	　ヒンディー語では末尾の子音は帯気音であり、kaythないしkaythāという語形とな
る。ミカン科小木ナガエミカンFeronia elephantum［古賀・高橋 2006: 263b; Platts 1884: 
888a］.（M）

77	　不詳。（M）
78	　ヒンディー語では末尾の子音は反舌音であり、pākaṛという語形となる。クワ科イチ

ジク属の木 Ficus infectoria［古賀・高橋 2006: 808b; Platts 1884: 218b］. （M）
79	　ヒンディー語では labērā という語形である。The fruit Cordia myza［Platts 1884: 

949b］.（M）
80	　The common lime or citron, Citrus acida［Platts 1884: 388b, 391a］. ミカン科ジャン

ビーリー（レモンの一種）［古賀・高橋 2006: 455b］. Bābur は、形はオレンジ、香りは
シトロン（turanǧ）に似ていて、色は黄色、「よい酸味」があると伝えている［BN: 461; 
BN (Jtr.): 461］。（M）

81	　果物を意味するgarnah/garnāというインド諸語の単語は不明。なおこの項目につい
て、Ms. A. は旬と価格の欄を別の手でそれぞれ「雨期」「1個あたり1ダーム」と補っ
ている［AA Ms. A: 33v］。（M）

甘酸っぱい果物（続）
名前 読み 旬 価格

カイタ（kayta） 76
カーフのファトゥハ、下双点付き
ヤーのスクーン、上双点付きター
のファトゥハ

雨期 4個あたり1ダーム

カーンクー（kānkū） 77
カーフ、アリフ、隠れたヌーン、
カーフのダンマ、ワーウのスクー
ン

パーカル（pākar） 78 ペルシア語のバー、アリフ、カー
フのファトゥハ、ラーのスクーン 雨期 2スィールあたり

1ダーム

カルナー※（karnā） カーフのファトゥハ、ラーのス
クーン、ヌーン、アリフ 雨期 1個あたり1ダーム

ラビーラー（labhīrā） 79
ラームのファトゥハ、バー、隠れ
たハー、下双点付きヤーのスクー
ン、ラー、アリフ

夏期

ジャンビーリー
（ǧanbhīrī） 80

ジームのファトゥハ、隠れたヌー
ン、バーと隠れたハーのカスラ、
下双点付きヤーのスクーン、ラー
のカスラ、下双点付きヤーのス
クーン

雨期 5個あたり1ダーム

ガルナー（garnah） 81
ペルシア語のカーフのファトゥ
ハ、ラーのスクーン、ヌーンの
ファトゥハ、書かれただけのハー

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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71	　ヒンディー語ではkamrakh の語形をとり、カタバミ科小木ゴレンシAverrhoa 
carambolaを指す［古賀・高橋 2006: 196b; Platts 1884: 848b］. kamrakについてはBābur
が「やや生の時にとったものは非常ににがい。よく熟したものはやや酸っぱい酸味を
持っている」と記録している［BN: 456; BN (Jtr.): 456］。また、カムラクからジャムを
製するレシピがNSJにある［NSJ: 109-110］。（M）

72	　BāburはLamġānāt, Baǧawr, Suwādをオレンジ（nāranǧ）の多産地として挙げている
［BN: 460; BN (Jtr.): 460］。（M）

73	　Eugenia jambolana ないし Syzygium jambolanum［Platts 1884: 372a］. フトモモ科高木
ムラサキフトモモ Eugenia cumini; Eugenia jambolana［古賀・高橋 2006: 486a］. ǧāman
についてはBāburが「果実は黒ぶどうに似ている。やや酸っぱく、特によいという事は
ない」としている［BN: 456; BN (Jtr.): 456］。（M）

	 　17世紀初頭のオランダ東インド会社関係者によるQuṭb Šāhī朝についての記録でも、
この果物（jamoodと呼ばれている）のことが記されている。それによると、その果実
は「小型のリンゴの一種で、黒チェリーの大きさをしていて、中に核がある。これら
はきわめて黒く、酸味で口をすぼめさせる」という［Relations: 85］。（W）

74	　シナノキ科ウオトリギ属小木 Grewia subinaequalis; Grewia asiatica［古賀・高橋 2006: 
895b; Platts 1884: 282a］.（M）

75	　キョウチクトウ科常緑低木カリッサ Carissa carandas［古賀・高橋 2006: 203b; Platts 
1884: 829b-830a］. Bāburはkarawundahという綴りでこの果物を記録している［BN: 457; 
BN (Jtr.): 457］。カラウンダーを用いたレシピがNi‘mat Nāmahに見える［NN: 29v］。（M）

甘酸っぱい果物（続）
名前 読み 旬 価格

カムラク（kamrak） 71
カーフのファトゥハ、ミームのス
クーン、ラーのファトゥハ、カー
フのスクーン

冬期 4個あたり1ダーム

オレンジ（nārangī） 72

ヌーン、アリフ、ラーのファトゥ
ハ、ヌーンのスクーン、ペルシア
語のカーフのカスラ、下双点付き
ヤーのスクーン

冬期 2個あたり1ダーム

山ブドウ（angūr-i kūhī）。
たいていはヒンドゥース
ターンの山麓にできる。

夏期

ジャーマン（ǧāman） 73 ジーム、アリフ、ミームのファ
トゥハ、ヌーンのスクーン 雨期 1スィールあたり

1ダーム

パールサー（phālsah） 74

ペルシア語のバー、隠れたハー、
ア リ フ、 ラ ー ム の ス ク ー ン、
スィーンのファトゥハ、書かれた
だけのハー

夏期 1スィールあたり
1/2ダーム

カラウンダー
（karawndā） 75

カーフとラーのファトゥハ、ワー
ウのスクーン、隠れたヌーン、
ダール、アリフ

雨期 1スィールあたり
1ダーム
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76	　ヒンディー語では末尾の子音は帯気音であり、kaythないしkaythāという語形とな
る。ミカン科小木ナガエミカンFeronia elephantum［古賀・高橋 2006: 263b; Platts 1884: 
888a］.（M）

77	　不詳。（M）
78	　ヒンディー語では末尾の子音は反舌音であり、pākaṛという語形となる。クワ科イチ

ジク属の木 Ficus infectoria［古賀・高橋 2006: 808b; Platts 1884: 218b］. （M）
79	　ヒンディー語では labērā という語形である。The fruit Cordia myza［Platts 1884: 

949b］.（M）
80	　The common lime or citron, Citrus acida［Platts 1884: 388b, 391a］. ミカン科ジャン

ビーリー（レモンの一種）［古賀・高橋 2006: 455b］. Bābur は、形はオレンジ、香りは
シトロン（turanǧ）に似ていて、色は黄色、「よい酸味」があると伝えている［BN: 461; 
BN (Jtr.): 461］。（M）

81	　果物を意味するgarnah/garnāというインド諸語の単語は不明。なおこの項目につい
て、Ms. A. は旬と価格の欄を別の手でそれぞれ「雨期」「1個あたり1ダーム」と補っ
ている［AA Ms. A: 33v］。（M）

甘酸っぱい果物（続）
名前 読み 旬 価格

カイタ（kayta） 76
カーフのファトゥハ、下双点付き
ヤーのスクーン、上双点付きター
のファトゥハ

雨期 4個あたり1ダーム

カーンクー（kānkū） 77
カーフ、アリフ、隠れたヌーン、
カーフのダンマ、ワーウのスクー
ン

パーカル（pākar） 78 ペルシア語のバー、アリフ、カー
フのファトゥハ、ラーのスクーン 雨期 2スィールあたり

1ダーム

カルナー※（karnā） カーフのファトゥハ、ラーのス
クーン、ヌーン、アリフ 雨期 1個あたり1ダーム

ラビーラー（labhīrā） 79
ラームのファトゥハ、バー、隠れ
たハー、下双点付きヤーのスクー
ン、ラー、アリフ

夏期

ジャンビーリー
（ǧanbhīrī） 80

ジームのファトゥハ、隠れたヌー
ン、バーと隠れたハーのカスラ、
下双点付きヤーのスクーン、ラー
のカスラ、下双点付きヤーのス
クーン

雨期 5個あたり1ダーム

ガルナー（garnah） 81
ペルシア語のカーフのファトゥ
ハ、ラーのスクーン、ヌーンの
ファトゥハ、書かれただけのハー

アブル・ファズル著『アーイーニ・アクバリー』訳注（5） 
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<I, 74>

<I, 75>

　ヒンドゥースターンの果物には、甘いもの、甘酸っぱいもの、酸っぱいもの
82	　底本はこの表題を「ヒンド産の酸っぱい果物」mīwah-i turš-i Hindīとするが、諸写本

はいずれも「酸っぱい」turšのみ［AA Ms. A: 33v; AA Ms. B: 41r; AA Ms. C: 29r］。諸
写本に従い、「ヒンド産の」を削除する一方、「果物」の語を補って訳した。（M）

83	　ミカン科小木シトロンCitrus medica［古賀・高橋 2006: 333a; Platts 1884: 913a］。
Bāburは「大きいレモン」ūlūq lēmūがインドでgalgalと呼ばれていたことを記録してお
り、「実の形は鵞鳥の卵に似ている。しかし卵の如く両端が細まってはいない」として
いる［BN: 461; BN (Jtr.): 461］。（M）

84	　詳細不明。（M）
85	　ライムの一種。外見上は大型のオレンジに等しい［Prasād 1989: 810a］。ミカン科シ

トロン／マルブシュカン Citrus medica var. medica［古賀・高橋 2006: 959a］。（M）
86	　Fruit of Emblic myrobalan (Phyllanthus emblica)［Platts 1884: 100a］。トウダイグサ科

マラッカノキ Phyllanthus embrica; Emblica officinalis［古賀・高橋2006: 76a］。ミロバ
ランについてはOrtaの説明もある ［Orta: II, 151-156; Orta (Etr.): 314-320］。（M）

酸っぱい果物 82

名前 読み 旬 価格

レモン※（lēmū）
ラームのエー発音カスラ、下双点
付きヤーのスクーン、ミームのダ
ンマ、ワーウのスクーン

夏期 4個あたり1ダーム

アマルベート※
（amal bēt）

ハムザとミームのファトゥハ、
ラームのスクーン、バーのエー発
音カスラ、下双点付きヤースクー
ン、上双点付きター

雨期 4個あたり1ダーム

ガルガル（galgal） 83

ペルシア語のカーフのファトゥ
ハ、ラームのスクーン、ペルシア
語のカーフのファトゥハ、ラーム
のスクーン

雨期 2個あたり1ダーム

ガイプ（gayp） 84
ペルシア語のカーフのファトゥ
ハ、下双点付きヤーのスクーン、
ペルシア語のバー

雨期

ビジャウラー
（biǧawrā） 85

バーのカスラ、ジームのファトゥ
ハ、ワーウのスクーン、ラー、ア
リフ

雨期 1個あたり8ダーム

アーンウラー
（ānwlah） 86

ハムザ、アリフ、隠れたヌーン、
ワーウのスクーン、ラームのファ
トゥハ、書かれただけのハー

夏期 1 スィールあたり
2ダーム
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があり、それぞれに豊富な種類がある。そのうちの一部は干しても美味である。

いくつかの種類については既に列挙したように、加熱して食べるものもある。

一部の果物について、少し詳しく記そう。

【甘い果物】

　マンゴー（anbah） 87。ミール・フスラウが詠んでいるように、ペルシア語ではナグ

ザク（naġzak）と言われる88。色、香り、味について比肩する果物はない。トゥーラー

ンやイーラーンの好みの難しい一部の者たちがメロンやブドウよりもマンゴーの

等級を高く評価している。外見はアンズやマルメロ、ナシ、メロンに似ている。と

きには1スィール以上の重さになる。緑、黄色、赤とさまざまな色のものがあり、

87	　底本69頁（本訳注56頁）の表に記された発音では、ānbである。このように同じ書
物のなかでも表記に揺れが生じているが、この点については「ほとんどのヒンドゥス
ターンの人びとは、ベーを母音無しで発音している」とするBābur Nāmahの記述が参
考になる［BN: 454; BN (Jtr.): 454］。Ǧahāngīrはマンゴーについて、「メロン、マンゴー
その他の果物は、Āgra とその地方でよく実る。果物の中でとくに私はマンゴーが大好
きである。」と述べている［JN (T): 4; JN (A): 3; JN (Etr.)(Rogers): 5; JN (Etr.)(Thackston): 
24］。（W）

88	　Nāṣir al-Dīn Abū al-Ḥasan Amīr Ḫusraw Dihlawī（1253-1325）は中世インドのペルシア
語詩人。父Sayf al-Dīn Maḥmūdはインド・マムルーク朝（いわゆる「奴隷王朝」）の第
2代スルターン Iltutmišの時代にインドにやってきたテュルク系の軍人であった。Amīr 
Ḫusraw自身は現ウッタル・プラデーシュ州のPaṭiyālīに生まれ、奴隷王朝、ハルジー
朝、トゥグルク朝の宮廷に仕えた［Hardy (EI2) Amīr Khusraw］。マンゴーについて詠
んだ詩は、BNにも引用されている「バーグを美しく飾れるわれらがナグザクよ。／ 
そなたはヒンドゥースターンなる最良の果実。」であろう［BN (Jtr.) p.454］。Amīr 
Ḫusrawの作品はムガル帝国宮廷の蔵書のなかに複数あったことが知られており、New 
DelhiのNational Museum所蔵のDuwal Rānī Ḫiḍr Ḫānの絵画付き写本（976/1568）や、
Khudabakhsh Library所蔵のDīwān の写本（978/1571）のように、Akbar時代に作られ
たものも確認されている［Seyller 1997］。Amīr Ḫusrawの作品が宮廷に限らずインドの
ペルシア語知識人たちの間で読み継がれていたことは、16世紀末～18世紀のmunšīた
ちの自伝に言及されていることからも知られる［Alam & Subrahmanyam 2004: 63, 66-
67］。（W）

	 　底本の注釈が指摘するとおり、本書が言及しているAmīr Ḫusrawの詩句はQirān 
al-Sa‘daynにある次のものと考えられる: naġzak-i ḫwuš naġz kun būstān ; naġz-tarīn 
mīwah-i hindūstān［QS: 314］. ただし底本注釈の引用は上記の第二句にあるmīwahを
ni‘matとするが、Islamabad版［QS］のほか、A.H. 1261年石版本（p. 166）, 1961年Aligarh
版(p. 220)にもこの異読は認められない。なおBāburは回想録にこの詩句を引用してお
り、上記の第一句にあるḫwušをmāとしているが、この異読も既出のQirān al-Sa‘dayn
の諸版には認められない［BN: 454］。（M）
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<I, 74>

<I, 75>

　ヒンドゥースターンの果物には、甘いもの、甘酸っぱいもの、酸っぱいもの
82	　底本はこの表題を「ヒンド産の酸っぱい果物」mīwah-i turš-i Hindīとするが、諸写本

はいずれも「酸っぱい」turšのみ［AA Ms. A: 33v; AA Ms. B: 41r; AA Ms. C: 29r］。諸
写本に従い、「ヒンド産の」を削除する一方、「果物」の語を補って訳した。（M）

83	　ミカン科小木シトロンCitrus medica［古賀・高橋 2006: 333a; Platts 1884: 913a］。
Bāburは「大きいレモン」ūlūq lēmūがインドでgalgalと呼ばれていたことを記録してお
り、「実の形は鵞鳥の卵に似ている。しかし卵の如く両端が細まってはいない」として
いる［BN: 461; BN (Jtr.): 461］。（M）

84	　詳細不明。（M）
85	　ライムの一種。外見上は大型のオレンジに等しい［Prasād 1989: 810a］。ミカン科シ

トロン／マルブシュカン Citrus medica var. medica［古賀・高橋 2006: 959a］。（M）
86	　Fruit of Emblic myrobalan (Phyllanthus emblica)［Platts 1884: 100a］。トウダイグサ科

マラッカノキ Phyllanthus embrica; Emblica officinalis［古賀・高橋2006: 76a］。ミロバ
ランについてはOrtaの説明もある ［Orta: II, 151-156; Orta (Etr.): 314-320］。（M）

酸っぱい果物 82

名前 読み 旬 価格

レモン※（lēmū）
ラームのエー発音カスラ、下双点
付きヤーのスクーン、ミームのダ
ンマ、ワーウのスクーン

夏期 4個あたり1ダーム

アマルベート※
（amal bēt）

ハムザとミームのファトゥハ、
ラームのスクーン、バーのエー発
音カスラ、下双点付きヤースクー
ン、上双点付きター

雨期 4個あたり1ダーム

ガルガル（galgal） 83

ペルシア語のカーフのファトゥ
ハ、ラームのスクーン、ペルシア
語のカーフのファトゥハ、ラーム
のスクーン

雨期 2個あたり1ダーム

ガイプ（gayp） 84
ペルシア語のカーフのファトゥ
ハ、下双点付きヤーのスクーン、
ペルシア語のバー

雨期

ビジャウラー
（biǧawrā） 85

バーのカスラ、ジームのファトゥ
ハ、ワーウのスクーン、ラー、ア
リフ

雨期 1個あたり8ダーム

アーンウラー
（ānwlah） 86

ハムザ、アリフ、隠れたヌーン、
ワーウのスクーン、ラームのファ
トゥハ、書かれただけのハー

夏期 1 スィールあたり
2ダーム
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があり、それぞれに豊富な種類がある。そのうちの一部は干しても美味である。

いくつかの種類については既に列挙したように、加熱して食べるものもある。

一部の果物について、少し詳しく記そう。

【甘い果物】

　マンゴー（anbah） 87。ミール・フスラウが詠んでいるように、ペルシア語ではナグ

ザク（naġzak）と言われる88。色、香り、味について比肩する果物はない。トゥーラー

ンやイーラーンの好みの難しい一部の者たちがメロンやブドウよりもマンゴーの

等級を高く評価している。外見はアンズやマルメロ、ナシ、メロンに似ている。と

きには1スィール以上の重さになる。緑、黄色、赤とさまざまな色のものがあり、

87	　底本69頁（本訳注56頁）の表に記された発音では、ānbである。このように同じ書
物のなかでも表記に揺れが生じているが、この点については「ほとんどのヒンドゥス
ターンの人びとは、ベーを母音無しで発音している」とするBābur Nāmahの記述が参
考になる［BN: 454; BN (Jtr.): 454］。Ǧahāngīrはマンゴーについて、「メロン、マンゴー
その他の果物は、Āgra とその地方でよく実る。果物の中でとくに私はマンゴーが大好
きである。」と述べている［JN (T): 4; JN (A): 3; JN (Etr.)(Rogers): 5; JN (Etr.)(Thackston): 
24］。（W）

88	　Nāṣir al-Dīn Abū al-Ḥasan Amīr Ḫusraw Dihlawī（1253-1325）は中世インドのペルシア
語詩人。父Sayf al-Dīn Maḥmūdはインド・マムルーク朝（いわゆる「奴隷王朝」）の第
2代スルターン Iltutmišの時代にインドにやってきたテュルク系の軍人であった。Amīr 
Ḫusraw自身は現ウッタル・プラデーシュ州のPaṭiyālīに生まれ、奴隷王朝、ハルジー
朝、トゥグルク朝の宮廷に仕えた［Hardy (EI2) Amīr Khusraw］。マンゴーについて詠
んだ詩は、BNにも引用されている「バーグを美しく飾れるわれらがナグザクよ。／ 
そなたはヒンドゥースターンなる最良の果実。」であろう［BN (Jtr.) p.454］。Amīr 
Ḫusrawの作品はムガル帝国宮廷の蔵書のなかに複数あったことが知られており、New 
DelhiのNational Museum所蔵のDuwal Rānī Ḫiḍr Ḫānの絵画付き写本（976/1568）や、
Khudabakhsh Library所蔵のDīwān の写本（978/1571）のように、Akbar時代に作られ
たものも確認されている［Seyller 1997］。Amīr Ḫusrawの作品が宮廷に限らずインドの
ペルシア語知識人たちの間で読み継がれていたことは、16世紀末～18世紀のmunšīた
ちの自伝に言及されていることからも知られる［Alam & Subrahmanyam 2004: 63, 66-
67］。（W）

	 　底本の注釈が指摘するとおり、本書が言及しているAmīr Ḫusrawの詩句はQirān 
al-Sa‘daynにある次のものと考えられる: naġzak-i ḫwuš naġz kun būstān ; naġz-tarīn 
mīwah-i hindūstān［QS: 314］. ただし底本注釈の引用は上記の第二句にあるmīwahを
ni‘matとするが、Islamabad版［QS］のほか、A.H. 1261年石版本（p. 166）, 1961年Aligarh
版(p. 220)にもこの異読は認められない。なおBāburは回想録にこの詩句を引用してお
り、上記の第一句にあるḫwušをmāとしているが、この異読も既出のQirān al-Sa‘dayn
の諸版には認められない［BN: 454］。（M）
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甘いもの、甘酸っぱいものがある。美しい木であり、とくに若木がよい。クルミよ

りも大きくなり、葉は柳のようだが柳よりも幅広である。秋の落葉（rīziš）の後に

は、緑、黄色、橙色、桃色、そして真っ赤な葉が次々に現れる。春の初めに花が

咲くが、それはブドウの花に似ている。よい香りを放ち、立派な見ものである。

　実がなると、1ヵ月後には酸味が生ずる。<I, 76> その種が硬くならないうち

は、それからジャムや漬物がつくられ、各種のカルヤ（qalya-hā）とともに【食

べると】味わいが増す 89。木に害が及ぶと、【実の】香りがよくなる。それはコー

イラース（kōyilās）（カーフのオー発音ダンマ、ワーウのスクーン、下双点付き

ヤーのカスラ、ラーム、アリフ、スィーンのスクーン）と呼ばれている。大抵は

熟していない実を落として、特別な方法で保存する。このようにして熟させると

より美味しくなる。多くが夏に熟し始め、雨期に熟する。雨期の始めに成熟に向

かい、冬の初めに熟するものもある。それはバディーヤー（bhadīyah） 90（バーと

隠れたハーのファトゥハ、ダールのカスラ、シャッダありの下双点付きヤー、書

かれただけのハー）と言われている。年中花が咲いて、実がなる木は稀である。

また、未熟な状態で【樹上で】成熟の過程に進める場合もあるが 91、人々はすぐ

に落とす。もし少しでも放っておくと、たいへん甘いので虫がつくのである。

89	　カルヤは既出［AA: I, 58; AA (Jtr.)(4): 52］。インドにおけるマンゴーの実の漬物［AA: 
I, 66; AA (Jtr.)(4): 68］については、Ibn Baṭṭūṭahの『大旅行記』にも以下のような記述が
見られる。「アンバの実は大きな梨の実ほどの大きさで、彼らは完熟する以前の、その
身がまだ緑色の時に、落ちた実を集めて塩に漬け、丁度、わが地方においてライムやレ
モンをピクルス漬けにするのと同じようにして漬ける。…彼らは、こうした塩漬け類を
ほんの一口齧って、それを幾つもの料理と一緒に食べる」［IB: III, 125-126; IB (Jtr.): IV, 
303］。マンゴーの漬物を食事に供することについては、Linschotenも伝えている。それ
によると、マンゴーを青いうちに取って「たいてい壺にいれて塩漬にし、水で炊いた
粒のままの米飯にそえて食べる」のが「一般民衆や奴隷の常食」であるという。また、
マンゴーは塩漬けにするほか、マンゴーのなかに「生薑とか茹でたにんにくの刻んだ
のを詰め合わせて塩漬にした」漬け物にもする、と述べる［Linschoten: 74; Linschoten 
(Jtr.): 427］。（W）

90	　インドの太陰太陽暦の6月（太陽暦7-8月）であるBhādōn月に関係したものを示す形
容詞bhada'īの名詞化と推察される。ウルドゥー語では、秋作の意味もある［古賀・高
橋 2006: 907a; Platts 1884: 184b］。（N）

91	　Blochmannはこの部分を “others commence to ripen, although they look unripe”として
異なる解釈をしている［AA (Etr.): I, 72］。（W）
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　【マンゴーは】ヒンドゥースターンのすべての土地でできるが、ベンガル、グ

ジャラート、マールワー、ハーンデーシュ、デカンで豊富である 92。パンジャー

ブでは少ないが、世界の支配者たる御方がラホールを御座所としたときには、

少しばかり多くなった。

　マンゴーの若木は4年経つと実をつける。乳や果汁を与えることもあり、甘

みを強くする。ある年にたくさんの実がなると、翌年は少なくなり、1年間実

をつけない木もある。食べ過ぎたときには、マンゴーの種の仁を乳とともに飲

み、消化を助ける源とする。マンゴーの種の古い仁は美味しくて甘酸っぱい。

2-3年もの【の仁】には解毒作用がある。もしマンゴーの半分熟したものを2指

尺分の枝とともに切り取って、枝の切り口を温めた蠟でふさぎ、牛脂か蜂蜜に

入れれば、2-3ヶ月は味が変わらず、1年は色が変わらない。

　アナナース 93。それは「旅するジャックフルーツ（kaťhal-i safarī）94」と呼ばれ
92	　Bernierは、デリーのマンゴーは不味いが、「ベンガル、ゴールコンダ、ゴアのものは

見事」だと述べる［Bernier: 245-246; Bernier (Jtr.): 26］。（W）
93	　南アジアにおけるアナナースすなわちパイナップルに関する諸史料の記事を整理す

れば、以下のごとくである。本書の別の箇所では、パイナップルがGuǧarātのRānērや
Baglānahにおいて多く栽培されていたと記されている［AA: I, 488, 492］。1593-4年に成
立したとされるHIは、同時期のベンガルについて、マンゴーやバナナ、パイナップル
がとれるとしている［HI: I, 94］。また、Ǧahāngīrは、Āgrahでの大規模なパイナップル
栽培について伝える ［JN (T): 4］。（N）

	 　Ortaは「この果物（ananaz）については、西インドについて記したOviedoがその地に
固有の果物として記している。それゆえ【インドの植物を扱う本書で】私がそれについ
て記す必要はない」としている［Orta: II, 380; Orta (Etr.): 468］。Ortaが言及するOviedo
とは、La historia general de las Indias（Sevilla, 1535）を著したスペインの歴史家Gonzalo 
Fernández de Oviedo （1478-1557）のことであり、1563年にゴアで自著を刊行したOrta
にとって、この果物はなお文献上の知識に留まっていたと考えられよう（Oviedoによ
るパイナップルの詳細な記述は〔Oviedo: lxxvi-lxxviii; Oviedo（Jtr.）：223-230〕）。一方、
1568年にインドに到着して、1572年まで滞在したAcostaは1578年に出版した自著で、
この果物がインドにもたらされ、当初は一つ10ドゥカートだったものが、今や2レアー
ル超ほどでしかないと記している［Acosta: 349-351］。なおŠāh Ǧahān時代にはアナナー
スからジャムを製するレシピもあった［NSJ: 109］。（M）

	 　1583年から88年までゴアに滞在したLinschotenも、外来のものであったパイナップ
ルの価格の変化について、「はじめてポルトガル人がブラジリエからもたらした頃」は
1個1パルダーウ以上したが、「今日ではいたるところに栽培されており、値もずいぶん
安い」と伝える［Linschoten: 69; Linschoten (Jtr.): 420-421］。（W）

94	　kaťhalは後出。safarī「旅する」という形容詞が「外来の」を含意する可能性につい
ては［Yule & Burnell 1903: 25-26］を見よ。（M）
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甘いもの、甘酸っぱいものがある。美しい木であり、とくに若木がよい。クルミよ

りも大きくなり、葉は柳のようだが柳よりも幅広である。秋の落葉（rīziš）の後に

は、緑、黄色、橙色、桃色、そして真っ赤な葉が次々に現れる。春の初めに花が

咲くが、それはブドウの花に似ている。よい香りを放ち、立派な見ものである。

　実がなると、1ヵ月後には酸味が生ずる。<I, 76> その種が硬くならないうち

は、それからジャムや漬物がつくられ、各種のカルヤ（qalya-hā）とともに【食

べると】味わいが増す 89。木に害が及ぶと、【実の】香りがよくなる。それはコー

イラース（kōyilās）（カーフのオー発音ダンマ、ワーウのスクーン、下双点付き

ヤーのカスラ、ラーム、アリフ、スィーンのスクーン）と呼ばれている。大抵は

熟していない実を落として、特別な方法で保存する。このようにして熟させると

より美味しくなる。多くが夏に熟し始め、雨期に熟する。雨期の始めに成熟に向

かい、冬の初めに熟するものもある。それはバディーヤー（bhadīyah） 90（バーと

隠れたハーのファトゥハ、ダールのカスラ、シャッダありの下双点付きヤー、書

かれただけのハー）と言われている。年中花が咲いて、実がなる木は稀である。

また、未熟な状態で【樹上で】成熟の過程に進める場合もあるが 91、人々はすぐ

に落とす。もし少しでも放っておくと、たいへん甘いので虫がつくのである。

89	　カルヤは既出［AA: I, 58; AA (Jtr.)(4): 52］。インドにおけるマンゴーの実の漬物［AA: 
I, 66; AA (Jtr.)(4): 68］については、Ibn Baṭṭūṭahの『大旅行記』にも以下のような記述が
見られる。「アンバの実は大きな梨の実ほどの大きさで、彼らは完熟する以前の、その
身がまだ緑色の時に、落ちた実を集めて塩に漬け、丁度、わが地方においてライムやレ
モンをピクルス漬けにするのと同じようにして漬ける。…彼らは、こうした塩漬け類を
ほんの一口齧って、それを幾つもの料理と一緒に食べる」［IB: III, 125-126; IB (Jtr.): IV, 
303］。マンゴーの漬物を食事に供することについては、Linschotenも伝えている。それ
によると、マンゴーを青いうちに取って「たいてい壺にいれて塩漬にし、水で炊いた
粒のままの米飯にそえて食べる」のが「一般民衆や奴隷の常食」であるという。また、
マンゴーは塩漬けにするほか、マンゴーのなかに「生薑とか茹でたにんにくの刻んだ
のを詰め合わせて塩漬にした」漬け物にもする、と述べる［Linschoten: 74; Linschoten 
(Jtr.): 427］。（W）

90	　インドの太陰太陽暦の6月（太陽暦7-8月）であるBhādōn月に関係したものを示す形
容詞bhada'īの名詞化と推察される。ウルドゥー語では、秋作の意味もある［古賀・高
橋 2006: 907a; Platts 1884: 184b］。（N）

91	　Blochmannはこの部分を “others commence to ripen, although they look unripe”として
異なる解釈をしている［AA (Etr.): I, 72］。（W）
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　【マンゴーは】ヒンドゥースターンのすべての土地でできるが、ベンガル、グ

ジャラート、マールワー、ハーンデーシュ、デカンで豊富である 92。パンジャー

ブでは少ないが、世界の支配者たる御方がラホールを御座所としたときには、

少しばかり多くなった。

　マンゴーの若木は4年経つと実をつける。乳や果汁を与えることもあり、甘

みを強くする。ある年にたくさんの実がなると、翌年は少なくなり、1年間実

をつけない木もある。食べ過ぎたときには、マンゴーの種の仁を乳とともに飲

み、消化を助ける源とする。マンゴーの種の古い仁は美味しくて甘酸っぱい。

2-3年もの【の仁】には解毒作用がある。もしマンゴーの半分熟したものを2指

尺分の枝とともに切り取って、枝の切り口を温めた蠟でふさぎ、牛脂か蜂蜜に

入れれば、2-3ヶ月は味が変わらず、1年は色が変わらない。

　アナナース 93。それは「旅するジャックフルーツ（kaťhal-i safarī）94」と呼ばれ
92	　Bernierは、デリーのマンゴーは不味いが、「ベンガル、ゴールコンダ、ゴアのものは

見事」だと述べる［Bernier: 245-246; Bernier (Jtr.): 26］。（W）
93	　南アジアにおけるアナナースすなわちパイナップルに関する諸史料の記事を整理す

れば、以下のごとくである。本書の別の箇所では、パイナップルがGuǧarātのRānērや
Baglānahにおいて多く栽培されていたと記されている［AA: I, 488, 492］。1593-4年に成
立したとされるHIは、同時期のベンガルについて、マンゴーやバナナ、パイナップル
がとれるとしている［HI: I, 94］。また、Ǧahāngīrは、Āgrahでの大規模なパイナップル
栽培について伝える ［JN (T): 4］。（N）

	 　Ortaは「この果物（ananaz）については、西インドについて記したOviedoがその地に
固有の果物として記している。それゆえ【インドの植物を扱う本書で】私がそれについ
て記す必要はない」としている［Orta: II, 380; Orta (Etr.): 468］。Ortaが言及するOviedo
とは、La historia general de las Indias（Sevilla, 1535）を著したスペインの歴史家Gonzalo 
Fernández de Oviedo （1478-1557）のことであり、1563年にゴアで自著を刊行したOrta
にとって、この果物はなお文献上の知識に留まっていたと考えられよう（Oviedoによ
るパイナップルの詳細な記述は〔Oviedo: lxxvi-lxxviii; Oviedo（Jtr.）：223-230〕）。一方、
1568年にインドに到着して、1572年まで滞在したAcostaは1578年に出版した自著で、
この果物がインドにもたらされ、当初は一つ10ドゥカートだったものが、今や2レアー
ル超ほどでしかないと記している［Acosta: 349-351］。なおŠāh Ǧahān時代にはアナナー
スからジャムを製するレシピもあった［NSJ: 109］。（M）

	 　1583年から88年までゴアに滞在したLinschotenも、外来のものであったパイナップ
ルの価格の変化について、「はじめてポルトガル人がブラジリエからもたらした頃」は
1個1パルダーウ以上したが、「今日ではいたるところに栽培されており、値もずいぶん
安い」と伝える［Linschoten: 69; Linschoten (Jtr.): 420-421］。（W）

94	　kaťhalは後出。safarī「旅する」という形容詞が「外来の」を含意する可能性につい
ては［Yule & Burnell 1903: 25-26］を見よ。（M）
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る。驚くべきは、その若木を容器に植えて持ち運ぶと、実をつけることである。

【実の】色と形は細長いオレンジのようで、味と香りはマンゴーに似ている。株

の高さは1ガズで、葉は掌ほど【の幅】で鋸の刃のようである。果実は株の上

につき、その上に少々葉が生えている。人々は木から【果実を】もぐと、その

葉を引っこ抜いて別々に植える。すると実を結ぶ 95。1回しか実をつけず、一つ

以上はならない。

　カンウラー 96。サフラン色でマルメロのようであり、ヒンドの果実の中でも素

晴らしいものである。その木はレモンのようであり、花はかすかに良い香りが

する。

　サトウキビ 97。ペルシア語ではナイシャカル（nayšakar）という。様々な種類が

ある。ある種のものは非常に瑞々しく柔らかく、スズメがついばんでも果汁が

にじみ出たり、手から地面に落ちるとばらばらに壊れたりするほどである。<I, 

77> 柔らかいか堅いか、二つのうちどちらかである。後者から黒砂糖（qand-i 

siyāh）、砂糖（šakar）、白ザラメ、氷砂糖98が作られ、様々な甘味のもととなる。

　栽培の規則は以下の通りである。丈夫なサトウキビを涼しい場所に置いて、

毎日水をやっておく。宝瓶宮の時期に、親指と小指とを張った長さかそれ以上

の長さずつに【切り】、柔らかくした土の中にねかせ、土で覆う。堅いものほど

より深く埋め、常に水を与えておく。7-8ヶ月後に成熟する。

　サトウキビの果汁からでも作られるが、黒砂糖からは素晴らしい酒ができ

る。その作り方には色々あるが、その一つは以下のようなものである。1マン

95	　この栽培方法についてはOviedoが紹介している［Oviedo（Jtr.）: 227］。（W）
	 　また、果実の上部に付いている葉は冠芽と呼ばれる［岩佐1974: 17］。（N）
96	　［Bonavia 1888: 53］によると、kanwlaあるいはkeonlaはkàmalaの崩れた呼称で、オ

レンジの一種を指す。[Platts 1884]では、kamalā（俗語でkamlā）はオレンジの一種で、
kaulāまたはkauṅlāという別称があるとされる［Platts 1884: 849a］。ヒンディー語の
kamalāあるいはkaulāはミカン科ヘソミカンないしアマダイダイCitrus sinensisを指す

［古賀・高橋 2006: 197a, 274a］。（W）
97	　本書の別の箇所では、Bihār、Mālwahがサトウキビ（nayšakar）の産地とされている
［AA: I, 416, 455］。（N）

98	　ここに列挙された4種類のうち、白ザラメ（qand-i safīd）、氷砂糖（nabāt）は既出
［AA: I, 66; AA (Jtr.)(4): 66］。（N）
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【の黒砂糖】に10スィールのムギーラーン樹 99の皮を粉々にして混ぜ、3倍の量

の水と混ぜる。かめに満たして地面の下に埋める。かめの周りを乾いた馬糞で

囲っておく。7-10日発酵させる。完成のしるしは、甘味が渋味を帯びることで

ある。もしより濃いものがほしければ、黒砂糖をさらに少し加える。また、竜

涎香や樟脳その他の薬種や香料を混ぜる者もいるし、肉を溶け込ませる者もい

る。カス（ġaš）を濾してその発酵液を用いる者もいるが、たいていは蒸留する。

それにはいくつかの方法がある。最初【のやり方】は、発酵液を銅の鍋に入れ、

その真ん中に、ぐらぐらしたり液が入ったりしないようなやりかたで杯を一つ

据える。【鍋の】ふたを逆さにして置き、練り粉でしっかりとくっつける。その

ふたの中に冷たい水を入れ、火を付ける。もし【ふたの中の水が】熱くなった

ら、冷たい水に入れかえる。【発酵液の】蒸気がそこに触れると、冷たさで結露

して、杯にしたたり落ちる。また【別の方法は】、鍋に陶器をかぶせ、【最初の

方法と】同じようにくっつける。2本の管をそれに取り付ける。管のもう一方

には冷たい水に浸した二つの瓶を取り付ける。蒸気がそれに達すると、冷たさ

で結露する。また【別の方法は】、土製の容器をその発酵液で満たし、流し口の

ある受け皿を置いて、【流し口となっている】その柄を管につなぎ、管を瓶に取

り付ける。ふたに冷たい水を次々に注ぐと、結露液が受け皿から瓶に流れ込む。

結露液を再び蒸留することもあり、それを「2度熱したもの（dū-ātašah）」と呼

ぶ。非常に濃く、強くなる。手につけて火にかざすと、火がついて様々な色の

炎が上がるが、火傷はしない。驚くべきは、結露液が入った容器の中に火が付

くと何を用いても消えないが、ふたをすると火がおさまることである。<I, 78>

　ジャックフルーツ 100。腸詰め （kīpā） の形をしており、緑色である。長さは1

99	　ムギーラーン樹については、本訳注（1）の注58を参照。金や銀の精製においても、
火床を作るための灰や、薪として用いられていたことが既出である［AA: I, 18, 20, 21: 
AA (Jtr.) (1): 104, 110, 113］。（N）

100	  Artocarpus integrifolia すなわちジャックフルーツ（パラミツ）［Platts 1884: 816a］に
ついてはBāburも伝えており、kīpā / gīpā に似ているとの説明や、果実の粘着性など、
本書の説明と並行する箇所がある（引用文下線部）。「これはまことに形も、味も悪い果
物である。丁度ギーパーの如く胃の内部が外側に出ている羊の胃のようである。味は、
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る。驚くべきは、その若木を容器に植えて持ち運ぶと、実をつけることである。

【実の】色と形は細長いオレンジのようで、味と香りはマンゴーに似ている。株

の高さは1ガズで、葉は掌ほど【の幅】で鋸の刃のようである。果実は株の上

につき、その上に少々葉が生えている。人々は木から【果実を】もぐと、その

葉を引っこ抜いて別々に植える。すると実を結ぶ 95。1回しか実をつけず、一つ

以上はならない。

　カンウラー 96。サフラン色でマルメロのようであり、ヒンドの果実の中でも素

晴らしいものである。その木はレモンのようであり、花はかすかに良い香りが

する。

　サトウキビ 97。ペルシア語ではナイシャカル（nayšakar）という。様々な種類が

ある。ある種のものは非常に瑞々しく柔らかく、スズメがついばんでも果汁が

にじみ出たり、手から地面に落ちるとばらばらに壊れたりするほどである。<I, 

77> 柔らかいか堅いか、二つのうちどちらかである。後者から黒砂糖（qand-i 

siyāh）、砂糖（šakar）、白ザラメ、氷砂糖98が作られ、様々な甘味のもととなる。

　栽培の規則は以下の通りである。丈夫なサトウキビを涼しい場所に置いて、

毎日水をやっておく。宝瓶宮の時期に、親指と小指とを張った長さかそれ以上

の長さずつに【切り】、柔らかくした土の中にねかせ、土で覆う。堅いものほど

より深く埋め、常に水を与えておく。7-8ヶ月後に成熟する。

　サトウキビの果汁からでも作られるが、黒砂糖からは素晴らしい酒ができ

る。その作り方には色々あるが、その一つは以下のようなものである。1マン

95	　この栽培方法についてはOviedoが紹介している［Oviedo（Jtr.）: 227］。（W）
	 　また、果実の上部に付いている葉は冠芽と呼ばれる［岩佐1974: 17］。（N）
96	　［Bonavia 1888: 53］によると、kanwlaあるいはkeonlaはkàmalaの崩れた呼称で、オ

レンジの一種を指す。[Platts 1884]では、kamalā（俗語でkamlā）はオレンジの一種で、
kaulāまたはkauṅlāという別称があるとされる［Platts 1884: 849a］。ヒンディー語の
kamalāあるいはkaulāはミカン科ヘソミカンないしアマダイダイCitrus sinensisを指す

［古賀・高橋 2006: 197a, 274a］。（W）
97	　本書の別の箇所では、Bihār、Mālwahがサトウキビ（nayšakar）の産地とされている
［AA: I, 416, 455］。（N）

98	　ここに列挙された4種類のうち、白ザラメ（qand-i safīd）、氷砂糖（nabāt）は既出
［AA: I, 66; AA (Jtr.)(4): 66］。（N）
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【の黒砂糖】に10スィールのムギーラーン樹 99の皮を粉々にして混ぜ、3倍の量

の水と混ぜる。かめに満たして地面の下に埋める。かめの周りを乾いた馬糞で

囲っておく。7-10日発酵させる。完成のしるしは、甘味が渋味を帯びることで

ある。もしより濃いものがほしければ、黒砂糖をさらに少し加える。また、竜

涎香や樟脳その他の薬種や香料を混ぜる者もいるし、肉を溶け込ませる者もい

る。カス（ġaš）を濾してその発酵液を用いる者もいるが、たいていは蒸留する。

それにはいくつかの方法がある。最初【のやり方】は、発酵液を銅の鍋に入れ、

その真ん中に、ぐらぐらしたり液が入ったりしないようなやりかたで杯を一つ

据える。【鍋の】ふたを逆さにして置き、練り粉でしっかりとくっつける。その

ふたの中に冷たい水を入れ、火を付ける。もし【ふたの中の水が】熱くなった

ら、冷たい水に入れかえる。【発酵液の】蒸気がそこに触れると、冷たさで結露

して、杯にしたたり落ちる。また【別の方法は】、鍋に陶器をかぶせ、【最初の

方法と】同じようにくっつける。2本の管をそれに取り付ける。管のもう一方

には冷たい水に浸した二つの瓶を取り付ける。蒸気がそれに達すると、冷たさ

で結露する。また【別の方法は】、土製の容器をその発酵液で満たし、流し口の

ある受け皿を置いて、【流し口となっている】その柄を管につなぎ、管を瓶に取

り付ける。ふたに冷たい水を次々に注ぐと、結露液が受け皿から瓶に流れ込む。

結露液を再び蒸留することもあり、それを「2度熱したもの（dū-ātašah）」と呼

ぶ。非常に濃く、強くなる。手につけて火にかざすと、火がついて様々な色の

炎が上がるが、火傷はしない。驚くべきは、結露液が入った容器の中に火が付

くと何を用いても消えないが、ふたをすると火がおさまることである。<I, 78>

　ジャックフルーツ 100。腸詰め （kīpā） の形をしており、緑色である。長さは1

99	　ムギーラーン樹については、本訳注（1）の注58を参照。金や銀の精製においても、
火床を作るための灰や、薪として用いられていたことが既出である［AA: I, 18, 20, 21: 
AA (Jtr.) (1): 104, 110, 113］。（N）

100	  Artocarpus integrifolia すなわちジャックフルーツ（パラミツ）［Platts 1884: 816a］に
ついてはBāburも伝えており、kīpā / gīpā に似ているとの説明や、果実の粘着性など、
本書の説明と並行する箇所がある（引用文下線部）。「これはまことに形も、味も悪い果
物である。丁度ギーパーの如く胃の内部が外側に出ている羊の胃のようである。味は、
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ガズ、幅は半ガズである。小さいうちはスイカに似ている。皮にはいぼがある。

枝、幹、根のいずれからも実ができるが、より甘いのは地中にできるものであ

る。二つに割ると、丸い房が出てくる。房には粘りけがあり、食べる時には指

が互いにくっついてしまう。その木はクルミの木に似ているがそれよりもやや

大きく、葉も大きい。その花は、実と同様に良い香りを発する。熟していない

状態で収穫することもあり、その場合は石灰などで熟させる 101。

　バナナ。その木は槍のようなかたちである。葉は幹から分厚くてたいへん柔

らかいものが出てくる。その葉は、ひだのある、縫いあわせる前の袖のようで

あるが、それよりも長く幅広い。【幹の】中心から、紡錘形のユリ色のものが出

てくる。これがつぼみである。どの房にも70-80本のバナナができる。形のうえ

では、小型の胡瓜に近い。その皮は容易に剥ける。腹に重いので、たくさんは

食べられない。バナナには種類がいくつかある。毎年、幹を手の長さ分だけ残

して切断する。さもないと実を付けないのである。一般には、樟脳がこの木か

らできると思われているが、正しくは同じ【樟脳という】名前の別の木からで

きるのである。それについては別に述べよう 102。また真珠がこの木からできる

という者もいるが、これまた真実ではない。

　マフワー 103。その木はマンゴーの木に似ている。その木材は建物に用いられ

云いあらわしえない程あまい。中にハシバミの実のような種子がある。おおむね、ナツ
メやしに似ている。これの種子は円く、長くない。この種子には、ナツメやしよりも
柔い肉がある。それを食べている。まことに粘りつき易い。粘りつき易いため、ある
人びとは、手や口に油を塗って食べていたという話だ。果実は木の枝の所にも、また
幹の所や根の所にもできたという。木から、まるでギーパーをいくつもいくつも吊し
ているようである」［BN: 456; BN (Jtr.): 456-57］。また「老樹になると、地上に現れた根
からも果実を生じ、このように地を割って出た果実はとくに美味である」［岩佐 1974: 
56］という。（M）

	 　Linschotenは、ジャックフルーツの実について、内部が「栗のような、しかし形は栗
とは異なる小室」に分かれていて、そこに収まっている種子が手にべとべと粘りつく、
と述べている［Linschoten: 71-72; Linschoten (Jtr.): 424］。（W）

101	 石灰を用いた追熟について、詳細は不明である。（M）
102	 樟脳（kāfūr）がkāfūrの木から産することについては［AA: I, 92-93］に後出する。
（M）

103	  マフワーについては Ibn Baṭṭūṭahが詳しい記述を残している［IB: III, 128-129; IB 
(Jtr.): IV, 304-305］。また Bābur は次のように伝えている：「ゴリ・チャカーン」とも呼
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る。その花からは蒸留酒が作られる。その果実はギラウンダー（gilawndah） 104

とも呼ばれる。

　ボールスィリー 105。その木、花、果実については説明されている 106。その木は

大きく、立派である。その果実はオレンジの色をしており、ナツメに似ている。

　タルクル 107。その果実と木はココナツに似ている。枝から手の長さ分ほどが、

葉を付けずに出てくると、その先端を切って、容器を取りつける。そこから樹

液が滴り落ちる。1日に2-3回容器が満杯になる。これはターリー（tāŕī）と呼

ばれる 108。採りたてのものは甘いが、しばらく置いておくと、甘酸っぱくなり、

酔いをもたらす。<I, 79>

ばれている。この木も非常に高くなる。ヒンドゥスターンの人々の建物は、ほとんど
全て、この木で建てられる。マフワーの花からアラク酒を造っている。花を大干しぶ
どうのように乾燥させて食べている。またこれからアラク酒も造っている。おおむね
干しぶどうに似ている。悪い香りがする。花の湿り気をおびた新鮮なものも悪くない。
食べれば食べられる。これも野生のものがある。果実はうまくない。種子はかなり大き
く、皮は薄い。この木の種子の仁から油も造られる［BN 455-56; BN (Jtr.): 455-56］。マ
フワーの花から蒸留酒が製されることについては［Yule & Burnell 1903: 574b］。（M）

	 　ヒンディー語では、mahuā。アカテツ科高木イリッペBassia latifolia、またその花を指
す。イリッペの花を発酵させて造る酒もこの名で呼ばれる［古賀・高橋 2006: 1057b］。
イリッペの油はバターの代わりやギーに混ぜて利用される［Platts 1884: 1101b］。（W）

104	 本文の説明と異なり、この語はウルドゥー語でマフワーの花を意味する［Platts 1884: 
914a］。（M）

105	 本書の「芳香の館」の記述において、花の解説や読み方の説明が行われている［AA: 
I, 86, 97］。Ğahāngīrがmōlsarī と呼び、「姿が美しく、均整がとれており、木陰を作る。
その花の香りは大変甘い」と形容している植物と同じものと推察される［JN (A): 3; JN 
(Etr) (Rogers): 6］。Ni‘mat Nāmahではgum myrtleと訳されている［NN: 97］。ヒンディー
語では、mōlsirīという語がアカテツ科のミサキノハナMinusops elengiを指す［古賀・
高橋 2006: 1113］。（N）

106	 この文のテクストは底本、諸写本とも同一であるが（bar diraḫt wa gul wa mīwah bar-
guḏārand）、文意を理解しがたい。Blochmannは自らの校訂の当該箇所に疑問符を付する
一方、翻訳においては訳文を示していない［AA (Etr.): I, 75］。（M）

107	  Borassus flabelliformis［Platts 1884: 319a］. この学名をもつ樹木・果実については［岩
佐 1974: 27-31］。（M）

108	 タール tāṙはヒンディー語でオウギヤシを意味する。タールおよびその樹液ターリー
については、Bāburが「タールの枝も木の頂部に生える。タールにも、ココやしと同様
に、壺を結びつけ、液を集めて飲む。この液をターリーと呼んでいる。この方が、コ
コやしの液よりも酔うという話であった」と記している。［BN 459; BN (Jtr.) 459-60（日
本語訳を一部改変）］。（M）
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ガズ、幅は半ガズである。小さいうちはスイカに似ている。皮にはいぼがある。

枝、幹、根のいずれからも実ができるが、より甘いのは地中にできるものであ

る。二つに割ると、丸い房が出てくる。房には粘りけがあり、食べる時には指

が互いにくっついてしまう。その木はクルミの木に似ているがそれよりもやや

大きく、葉も大きい。その花は、実と同様に良い香りを発する。熟していない

状態で収穫することもあり、その場合は石灰などで熟させる 101。

　バナナ。その木は槍のようなかたちである。葉は幹から分厚くてたいへん柔

らかいものが出てくる。その葉は、ひだのある、縫いあわせる前の袖のようで

あるが、それよりも長く幅広い。【幹の】中心から、紡錘形のユリ色のものが出

てくる。これがつぼみである。どの房にも70-80本のバナナができる。形のうえ

では、小型の胡瓜に近い。その皮は容易に剥ける。腹に重いので、たくさんは

食べられない。バナナには種類がいくつかある。毎年、幹を手の長さ分だけ残

して切断する。さもないと実を付けないのである。一般には、樟脳がこの木か

らできると思われているが、正しくは同じ【樟脳という】名前の別の木からで

きるのである。それについては別に述べよう 102。また真珠がこの木からできる

という者もいるが、これまた真実ではない。

　マフワー 103。その木はマンゴーの木に似ている。その木材は建物に用いられ

云いあらわしえない程あまい。中にハシバミの実のような種子がある。おおむね、ナツ
メやしに似ている。これの種子は円く、長くない。この種子には、ナツメやしよりも
柔い肉がある。それを食べている。まことに粘りつき易い。粘りつき易いため、ある
人びとは、手や口に油を塗って食べていたという話だ。果実は木の枝の所にも、また
幹の所や根の所にもできたという。木から、まるでギーパーをいくつもいくつも吊し
ているようである」［BN: 456; BN (Jtr.): 456-57］。また「老樹になると、地上に現れた根
からも果実を生じ、このように地を割って出た果実はとくに美味である」［岩佐 1974: 
56］という。（M）

	 　Linschotenは、ジャックフルーツの実について、内部が「栗のような、しかし形は栗
とは異なる小室」に分かれていて、そこに収まっている種子が手にべとべと粘りつく、
と述べている［Linschoten: 71-72; Linschoten (Jtr.): 424］。（W）

101	 石灰を用いた追熟について、詳細は不明である。（M）
102	 樟脳（kāfūr）がkāfūrの木から産することについては［AA: I, 92-93］に後出する。
（M）

103	  マフワーについては Ibn Baṭṭūṭahが詳しい記述を残している［IB: III, 128-129; IB 
(Jtr.): IV, 304-305］。また Bābur は次のように伝えている：「ゴリ・チャカーン」とも呼
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る。その花からは蒸留酒が作られる。その果実はギラウンダー（gilawndah） 104

とも呼ばれる。

　ボールスィリー 105。その木、花、果実については説明されている 106。その木は

大きく、立派である。その果実はオレンジの色をしており、ナツメに似ている。

　タルクル 107。その果実と木はココナツに似ている。枝から手の長さ分ほどが、

葉を付けずに出てくると、その先端を切って、容器を取りつける。そこから樹

液が滴り落ちる。1日に2-3回容器が満杯になる。これはターリー（tāŕī）と呼

ばれる 108。採りたてのものは甘いが、しばらく置いておくと、甘酸っぱくなり、

酔いをもたらす。<I, 79>

ばれている。この木も非常に高くなる。ヒンドゥスターンの人々の建物は、ほとんど
全て、この木で建てられる。マフワーの花からアラク酒を造っている。花を大干しぶ
どうのように乾燥させて食べている。またこれからアラク酒も造っている。おおむね
干しぶどうに似ている。悪い香りがする。花の湿り気をおびた新鮮なものも悪くない。
食べれば食べられる。これも野生のものがある。果実はうまくない。種子はかなり大き
く、皮は薄い。この木の種子の仁から油も造られる［BN 455-56; BN (Jtr.): 455-56］。マ
フワーの花から蒸留酒が製されることについては［Yule & Burnell 1903: 574b］。（M）

	 　ヒンディー語では、mahuā。アカテツ科高木イリッペBassia latifolia、またその花を指
す。イリッペの花を発酵させて造る酒もこの名で呼ばれる［古賀・高橋 2006: 1057b］。
イリッペの油はバターの代わりやギーに混ぜて利用される［Platts 1884: 1101b］。（W）

104	 本文の説明と異なり、この語はウルドゥー語でマフワーの花を意味する［Platts 1884: 
914a］。（M）

105	 本書の「芳香の館」の記述において、花の解説や読み方の説明が行われている［AA: 
I, 86, 97］。Ğahāngīrがmōlsarī と呼び、「姿が美しく、均整がとれており、木陰を作る。
その花の香りは大変甘い」と形容している植物と同じものと推察される［JN (A): 3; JN 
(Etr) (Rogers): 6］。Ni‘mat Nāmahではgum myrtleと訳されている［NN: 97］。ヒンディー
語では、mōlsirīという語がアカテツ科のミサキノハナMinusops elengiを指す［古賀・
高橋 2006: 1113］。（N）

106	 この文のテクストは底本、諸写本とも同一であるが（bar diraḫt wa gul wa mīwah bar-
guḏārand）、文意を理解しがたい。Blochmannは自らの校訂の当該箇所に疑問符を付する
一方、翻訳においては訳文を示していない［AA (Etr.): I, 75］。（M）

107	  Borassus flabelliformis［Platts 1884: 319a］. この学名をもつ樹木・果実については［岩
佐 1974: 27-31］。（M）

108	 タール tāṙはヒンディー語でオウギヤシを意味する。タールおよびその樹液ターリー
については、Bāburが「タールの枝も木の頂部に生える。タールにも、ココやしと同様
に、壺を結びつけ、液を集めて飲む。この液をターリーと呼んでいる。この方が、コ
コやしの液よりも酔うという話であった」と記している。［BN 459; BN (Jtr.) 459-60（日
本語訳を一部改変）］。（M）
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　パンヤーラー 109。アンズに似ている。その木はレモンの木に似ており、葉は柳

に似ている。熟していない時は緑色だが、熟すると赤色になる。

　グンビー。その株は蔓性であり、葉と果実はハス（kunār） 110に似ている。根

の下から掘り出される。

　タルリー。根に実を結ぶ。山地に産することが多い。1年ものの蔓には、1マ

ン前後の重さの実ができる。挽き臼に似たかたちに育つ。2年ものの蔓には2マ

ン前後の実ができる。こうして年が経てば立つほど、実は大きくなる。その葉

はスイカの葉に似ている。

　ピヤール 111。小さなブドウのように実がなる。深紅の色（ǧagarī fām）をして

おり、味は甘い。種の仁には油脂分があり、食用になる。これをチラウンジー

（ペルシア語のジームのカスラ、ラーのファトゥハ、ワーウのスクーン、隠れた

ヌーン、ジームのカスラ、下双点付きヤーのスクーン）という 112。その木は1ガ
109	  Flacourtia cataphracta［Platts 1884: 275b］。この学名を持つ樹木ナンヨウイヌカンコ

とその果実については[岩佐 1974: 353-55]。Bāburも言及しているが、その実について
は「小プラム（ālūčah）より大きく、赤りんご（qīzīl ālūčah）の未熟なものに似てい
る」といい、味については「やや酸っぱい味がする」、樹木の大きさについては「木は
ざくろの木よりも大き」いとするなど、本書の記述と異なる部分がある［BN: 457; BN 
(Jtr.): 457］。（M）

	 　 ヒ ン デ ィ ー 語 で はpaniyālāと い い、 イ イ ギ リ 科 大 低 木 ル カ ム モ モFlacourtia 
cataphractaとその実を意味する［古賀・高橋2006: 783b］。（W）

110	 以下のごとく、この語には解釈の選択肢が複数あり、本訳注の語釈も読みも暫定案に
すぎない。kunārとの読みおよび語義はFarhang-i Buzurg-i Suḫanによる［Anwarī 1381 
Sh.: 5947b］。Blochmannはこの単語についてkunārとの音写を示すのみで、訳していな
い［AA (Etr.): I, 75］。ただしRichardsonはkunārないしkunnārに対して「ザクロ。ナツ
メ（lote-fruit）。プラムの一種」と複数の語釈を挙げる一方、kanārとの読みに対しては

「バナナの実」の意味を与えている［Richardson 1829: 1208a］。なおKNARという木の
樹脂がファルマーンに施す封印に用いられることについては［AA: I, 196］。またBābur
はkunārがナツメ(bēr)を意味するペルシア語であることを説明している［BN: 457; BN 
(Jtr.): 457］。（M）

111	  Chironjia sapidaあるいはBuchanania latifoliaの果実［Platts 1884: 295a］。後者の学名
を有する植物インドウミソヤの果実の長さは1.5 cm、ほぼ球形で、果肉は甘く、種子
は生食あるいは焼いて食べる一方、種子から抽出される淡黄色の油はチェルーンジ油
といい、ときにこれを牛乳に混ぜて飲むという［岩佐 1974: 231-33］。（M）

112	  チラウンジーの食用については Bābur が「木は山に生えるという事であった。私た
ちの庭園に3～4株あったようである。その事は、後になって知った。イリッペに非常
によく似ている。仁は悪くない。くるみの仁とアーモンドの仁の間に位置する感じで、
悪くない。仁はピスタチオの仁より小さい。チラウンジーの仁は円い。パールーダやハ
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ズほどにさえなる。

【干すこともある果物】

　ココナツ 113　これは「ヒンドの木の実」と呼ばれている。その木は、ナツメ

ヤシの木に似ているが、背はより高く、その木材の色はより良く、葉はより大

きい。1年を通して実を結び、実は3ヶ月で熟する。熟していない緑色の実を

落として、しばらく置いておくと、それからは一杯分の乳のような樹液が採れ

る。美味を呈する。夏に氷砂糖を混ぜて飲むことがしばしばある。熟した実は

エンドウ豆のような色である。樹液は凝固しており、油脂と混ぜると黒っぽく

なる。甘くて、油っぽい。キンマの葉と一緒に食する。舌をリラックスさせ、

ルワに入れる」と記している［BN: 457-58; BN (Jtr.): 458（日本語訳を一部改変）］。（M）
	 　ヒンディー語やウルドゥー語では、この語形でウルシ科のカッダフ・アーモンド
Buchanania lanzan（別称Chironjia sapida）を指す［古賀・高橋 2006: 417a; Platts 1884: 
431b］。（N）

113	 ココナツについては Bābur が次のように伝えている（本書の説明と並行する部分に
は下線を付した）：アラブ人はアラブ化して「ナールジール」と呼んでいる。ヒンドゥ
スターンの人々は「ナーレール」と呼んでいる。おそらく誤ってそう呼んでいるのであ
る。ココやしの実がジャウズィ・ヒンディーであり、これから黒スプーンが作られる。
より大きなものは、ギッジャクの胴に利用している。木はナツメやしと同じである。し
かし要するにココやしの枝は、はるかに多くの葉をつけている。葉の色もよりあざや
かである。くるみに青い外皮があるように、ココやしにも青い外皮がある。しかしコ
コやしの皮は繊維質である。全ての河川の船や小船のロープはこのココやしの皮で作
られるという。小船の合わせ目もこのひもで縫合されるという。ココやしの皮をとり
去ると、一端に三角の形に並んだ3つの穴が姿を現わす。穴の内、2つには中身が入っ
ており、1つは空である。この目印を利用して、〔穴を〕つぶす。仁ができ上がる前に
は、ココやしの内部は液である。この穴をつぶしてその液を飲む。味は悪くない。こ
の液はナツメやしのチーズを〔水などで〕溶かしたような感じのものである［BN: 459; 
BN (Jtr.): 459（上記の引用では一部改変した）］。ココ椰子の実がnarelと呼ばれることは
Ortaも記述しており、Bāburの記事に一致する。またOrtaは「インドの木の実」を意味
するアヴィセンナの用語 jauzialindi（< Arab. ǧawz al-hindī）にも言及している。Ortaの
記事はさらに、ココ椰子が船の用材となること、ココ椰子の樹液から酒や砂糖が製され
ること、ココナツの液状胚乳が飲用されること、ココナツの外皮がcairoと呼ばれ、船
の索具に用いられること、乾燥させた固形胚乳がcopraと呼ばれること、乾燥、未乾燥
のいずれの固形胚乳からも油が製されること、それに薬効が認められることなど、こ
の樹木と果実の多用性を詳述している［Orta: I, 235-244; Orta (Etr.): 138-147］。（M）

	 　nāriyalという語は、ヒンディー語やウルドゥー語でも、ココヤシとその実を指す［古
賀・高橋 2006: 729a; Platts 1884: 1113b］。（N）
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　パンヤーラー 109。アンズに似ている。その木はレモンの木に似ており、葉は柳

に似ている。熟していない時は緑色だが、熟すると赤色になる。

　グンビー。その株は蔓性であり、葉と果実はハス（kunār） 110に似ている。根

の下から掘り出される。

　タルリー。根に実を結ぶ。山地に産することが多い。1年ものの蔓には、1マ

ン前後の重さの実ができる。挽き臼に似たかたちに育つ。2年ものの蔓には2マ

ン前後の実ができる。こうして年が経てば立つほど、実は大きくなる。その葉

はスイカの葉に似ている。

　ピヤール 111。小さなブドウのように実がなる。深紅の色（ǧagarī fām）をして

おり、味は甘い。種の仁には油脂分があり、食用になる。これをチラウンジー

（ペルシア語のジームのカスラ、ラーのファトゥハ、ワーウのスクーン、隠れた

ヌーン、ジームのカスラ、下双点付きヤーのスクーン）という 112。その木は1ガ
109	  Flacourtia cataphracta［Platts 1884: 275b］。この学名を持つ樹木ナンヨウイヌカンコ

とその果実については[岩佐 1974: 353-55]。Bāburも言及しているが、その実について
は「小プラム（ālūčah）より大きく、赤りんご（qīzīl ālūčah）の未熟なものに似てい
る」といい、味については「やや酸っぱい味がする」、樹木の大きさについては「木は
ざくろの木よりも大き」いとするなど、本書の記述と異なる部分がある［BN: 457; BN 
(Jtr.): 457］。（M）

	 　 ヒ ン デ ィ ー 語 で はpaniyālāと い い、 イ イ ギ リ 科 大 低 木 ル カ ム モ モFlacourtia 
cataphractaとその実を意味する［古賀・高橋2006: 783b］。（W）

110	 以下のごとく、この語には解釈の選択肢が複数あり、本訳注の語釈も読みも暫定案に
すぎない。kunārとの読みおよび語義はFarhang-i Buzurg-i Suḫanによる［Anwarī 1381 
Sh.: 5947b］。Blochmannはこの単語についてkunārとの音写を示すのみで、訳していな
い［AA (Etr.): I, 75］。ただしRichardsonはkunārないしkunnārに対して「ザクロ。ナツ
メ（lote-fruit）。プラムの一種」と複数の語釈を挙げる一方、kanārとの読みに対しては

「バナナの実」の意味を与えている［Richardson 1829: 1208a］。なおKNARという木の
樹脂がファルマーンに施す封印に用いられることについては［AA: I, 196］。またBābur
はkunārがナツメ(bēr)を意味するペルシア語であることを説明している［BN: 457; BN 
(Jtr.): 457］。（M）

111	  Chironjia sapidaあるいはBuchanania latifoliaの果実［Platts 1884: 295a］。後者の学名
を有する植物インドウミソヤの果実の長さは1.5 cm、ほぼ球形で、果肉は甘く、種子
は生食あるいは焼いて食べる一方、種子から抽出される淡黄色の油はチェルーンジ油
といい、ときにこれを牛乳に混ぜて飲むという［岩佐 1974: 231-33］。（M）

112	  チラウンジーの食用については Bābur が「木は山に生えるという事であった。私た
ちの庭園に3～4株あったようである。その事は、後になって知った。イリッペに非常
によく似ている。仁は悪くない。くるみの仁とアーモンドの仁の間に位置する感じで、
悪くない。仁はピスタチオの仁より小さい。チラウンジーの仁は円い。パールーダやハ
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ズほどにさえなる。

【干すこともある果物】

　ココナツ 113　これは「ヒンドの木の実」と呼ばれている。その木は、ナツメ

ヤシの木に似ているが、背はより高く、その木材の色はより良く、葉はより大

きい。1年を通して実を結び、実は3ヶ月で熟する。熟していない緑色の実を

落として、しばらく置いておくと、それからは一杯分の乳のような樹液が採れ

る。美味を呈する。夏に氷砂糖を混ぜて飲むことがしばしばある。熟した実は

エンドウ豆のような色である。樹液は凝固しており、油脂と混ぜると黒っぽく

なる。甘くて、油っぽい。キンマの葉と一緒に食する。舌をリラックスさせ、

ルワに入れる」と記している［BN: 457-58; BN (Jtr.): 458（日本語訳を一部改変）］。（M）
	 　ヒンディー語やウルドゥー語では、この語形でウルシ科のカッダフ・アーモンド
Buchanania lanzan（別称Chironjia sapida）を指す［古賀・高橋 2006: 417a; Platts 1884: 
431b］。（N）

113	 ココナツについては Bābur が次のように伝えている（本書の説明と並行する部分に
は下線を付した）：アラブ人はアラブ化して「ナールジール」と呼んでいる。ヒンドゥ
スターンの人々は「ナーレール」と呼んでいる。おそらく誤ってそう呼んでいるのであ
る。ココやしの実がジャウズィ・ヒンディーであり、これから黒スプーンが作られる。
より大きなものは、ギッジャクの胴に利用している。木はナツメやしと同じである。し
かし要するにココやしの枝は、はるかに多くの葉をつけている。葉の色もよりあざや
かである。くるみに青い外皮があるように、ココやしにも青い外皮がある。しかしコ
コやしの皮は繊維質である。全ての河川の船や小船のロープはこのココやしの皮で作
られるという。小船の合わせ目もこのひもで縫合されるという。ココやしの皮をとり
去ると、一端に三角の形に並んだ3つの穴が姿を現わす。穴の内、2つには中身が入っ
ており、1つは空である。この目印を利用して、〔穴を〕つぶす。仁ができ上がる前に
は、ココやしの内部は液である。この穴をつぶしてその液を飲む。味は悪くない。こ
の液はナツメやしのチーズを〔水などで〕溶かしたような感じのものである［BN: 459; 
BN (Jtr.): 459（上記の引用では一部改変した）］。ココ椰子の実がnarelと呼ばれることは
Ortaも記述しており、Bāburの記事に一致する。またOrtaは「インドの木の実」を意味
するアヴィセンナの用語 jauzialindi（< Arab. ǧawz al-hindī）にも言及している。Ortaの
記事はさらに、ココ椰子が船の用材となること、ココ椰子の樹液から酒や砂糖が製され
ること、ココナツの液状胚乳が飲用されること、ココナツの外皮がcairoと呼ばれ、船
の索具に用いられること、乾燥させた固形胚乳がcopraと呼ばれること、乾燥、未乾燥
のいずれの固形胚乳からも油が製されること、それに薬効が認められることなど、こ
の樹木と果実の多用性を詳述している［Orta: I, 235-244; Orta (Etr.): 138-147］。（M）

	 　nāriyalという語は、ヒンディー語やウルドゥー語でも、ココヤシとその実を指す［古
賀・高橋 2006: 729a; Platts 1884: 1113b］。（N）
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リフレッシュさせてくれる。その皮で、匙や杯やギチャク （ġičak） 114の胴が作ら

れる。ココナツには、四つ穴、三つ穴、二つ穴、一つ穴のものがある。いずれ

にも特徴があると言われているが、一つ穴のものがはるかに良質であると考え

られている。またある種のココナツは、解毒薬である。12スィール以上の重さ

のものが見られる。ココナツの木の皮から縄を綯う。船舶用の太い綱はこれか

らできる 115。

　丸カジュール 116。ナツメヤシのことを言う。小さな株が地面に這うように育

つ。【1本の木から】400個から500個の実が採れる。

　ビンロウジ 117。ペルシア語ではフーフィル（fūfil）と呼ばれる。美しい木で、

糸杉のようにたいそう高い。暴風のために木の頂が地面についても、また立ち

上がる【ほどしなやかである】。多くの種類がある。熟していない実の味はアー

モンドに近い。熟すと堅くなる。キンマの葉とともに用いられる118。
114	  ギチャクは弓で弾く弦楽器の一種。本書ではギチャクの演奏家として、Bahrām Qulī

というヘラート出身の人物の名が挙げられている［AA: I, 264］。BNではĠǦKと綴ら
れ、BN（Jtr.）ではギッジャクと音写されている。BāburはQul Muḥammad ‘Ūdī、Šayḫī 
Nā’īの名をこの楽器をも巧みに奏した演奏家として挙げるほか、その呼称からギチャ
ク奏者と考えられるŠāh Qulī Ġiǧakīは「イラークの出身で、ホラーサーンに来て楽器
を勉強し上達した」と伝える［BN: 283; BN (Jtr.): 287］。なお、Akbar宮廷で奏された楽
器の大半はイラン系のものだったが、Šāh Ǧahān時代にはインド系のものに入れ替わっ
ており、ギチャク奏者についての言及は見られなくなったという［Bor 1986-87: 64］。
ギチャク（Ghichak）と呼ばれる楽器は、アフガニスタン北部と中央アジアの一部地域
で今も見られる［Wade 1990: 23, n.7］。（W） 

115	  ココナツの綱がインド洋の縫合船の縫合材として用いられたこと、インド産のココ
ヤシ材が船材としてインド洋で取引されたことについては［家島 1976: 189-90］。（W）
ただし16世紀以降、船材を鉄釘で接合したインド船が出現することについては［カイ
サル 1998: 49-55］。（M）

116	  pinḋaは、ヒンディー語で「丸い」の意。pinḋa khaǧūrは、ヒンディー語ではヤシ科
サトウナツメヤシPhoenix sylvestrisを、ウルドゥー語では野生のナツメヤシやその実
を指す［古賀・高橋 2006: 820b ; Platts 1884: 273a］。（N）

117	  ヒンディー語では、supārīという語形でヤシ科ビンロウジュとその実を指す［古賀・
高橋 2006: 1365a］。ウルドゥー語においては、supārī、sūpārī、sōpārī等の語形がある

［Platts 1884: 634a, 693a］。（N）
118	  この種子を「アラビア人たち」os Arabiosが faufelと、「グジャラート人たち」os 
Guzaratesや「デカン人たち」os Decaninsがçupari（<sūpiyārī）と呼んだことをOrtaが
伝える。Ortaはさらにこの種子が嗜好品として、デカン地方やグジャラート地方に販
売されるのみならず、ホルムズ向けに輸出されてさえいたことを記している［Orta: I, 
325-329; Orta (Etr.): 192-196］。（M）
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【加熱調理後に食される果物】

　スィンガーラー 119。三つの角
かど

がある。その蔓が池の中に育ち、水の上にでき

る。生のものや焼いたものを食用に供する。

　サーラク。池の土の中にできる。水に入って取り出して収穫する。<I, 80>

　ピンダールー 120。その蔓を棒に巻きつけ、２ガズになるまで育てる。葉はキン

マに似ている。根を掘って収穫する。

　カセールー 121。池の中にできる。水が少なくなると、土の中から収穫される。

生でも煮ても食べられる 122。

　セーヤーリー 123。長い円錐形の実が、蔓の根にできる。

【酸っぱい果物】

　レモン 124。鳥の卵のような形である。ある種類のものは「紙の（kāġazī）【レ

モン】」と呼ばれる。その皮と果肉の間には白い薄い膜がある。果汁が多く、美

119	  本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげ
られている［AA: I, 300］。ヒンディー語やウルドゥー語では、singhāṙāという綴りで、
ヒシ科トウビシTrapa natans（bispinosa）を指す［古賀・高橋 2006: 1347a; Platts 1884: 
687b］。（N）

	 　秋作期に属する作物としてĀgrah州、Ilāhābād州、Awadh州、Multān州の価格統計に
見える［AA: I, 310, 317, 324, 345］。（M）

120	  ヒンディー語ではヤマノイモ科トゲドコロDiscorea esculentaを、ウルドゥー語では
トウダイグサ科のTrewia nudifloraを指す［古賀・高橋 2006: 821a; Platts 1884: 272b］。

（N）
121	  ヒンディー語ではカヤツリグサ科オオサンカクイScirpus grossusを指す。ウル

ドゥー語では、根が果物として食される、カヤツリグサ科のタカオガヤツリCyperus 
tuberosus、あるいはScirpus Kysoorを指す［古賀・高橋 2006: 215a; Platts 1884: 835a］。

（N）
122	  カセールーと豆の粉で製した揚げパンのレシピがNi‘mat Nāmahに見える［NN: 7v］。
（M）

123	  ウルドゥー語では、細長い実が薬用にされるcassia fistula（amaltas、ナンバンサイ
カチ）が siyāl kī lāṫī（「メスジャッカルの棒切れ」の意）と言われるが、この語との関
係は定かではない［Platts 1884: 708a］。（N）

124	  ライム、レモン［古賀・高橋 2006: 1201a; Platts 1884: 975b］。lēmūについてはBābur
がその大きさも形も鶏卵（yumurtqah）に似ていると記録している［BN: 460; BN (Jtr.): 
460］。なおレモンを用いた各種の漬け物については既出［AA: I, 66; AA (Jtr)(4): 68］。

（M）
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リフレッシュさせてくれる。その皮で、匙や杯やギチャク （ġičak） 114の胴が作ら

れる。ココナツには、四つ穴、三つ穴、二つ穴、一つ穴のものがある。いずれ

にも特徴があると言われているが、一つ穴のものがはるかに良質であると考え

られている。またある種のココナツは、解毒薬である。12スィール以上の重さ

のものが見られる。ココナツの木の皮から縄を綯う。船舶用の太い綱はこれか

らできる 115。

　丸カジュール 116。ナツメヤシのことを言う。小さな株が地面に這うように育

つ。【1本の木から】400個から500個の実が採れる。

　ビンロウジ 117。ペルシア語ではフーフィル（fūfil）と呼ばれる。美しい木で、

糸杉のようにたいそう高い。暴風のために木の頂が地面についても、また立ち

上がる【ほどしなやかである】。多くの種類がある。熟していない実の味はアー

モンドに近い。熟すと堅くなる。キンマの葉とともに用いられる118。
114	  ギチャクは弓で弾く弦楽器の一種。本書ではギチャクの演奏家として、Bahrām Qulī

というヘラート出身の人物の名が挙げられている［AA: I, 264］。BNではĠǦKと綴ら
れ、BN（Jtr.）ではギッジャクと音写されている。BāburはQul Muḥammad ‘Ūdī、Šayḫī 
Nā’īの名をこの楽器をも巧みに奏した演奏家として挙げるほか、その呼称からギチャ
ク奏者と考えられるŠāh Qulī Ġiǧakīは「イラークの出身で、ホラーサーンに来て楽器
を勉強し上達した」と伝える［BN: 283; BN (Jtr.): 287］。なお、Akbar宮廷で奏された楽
器の大半はイラン系のものだったが、Šāh Ǧahān時代にはインド系のものに入れ替わっ
ており、ギチャク奏者についての言及は見られなくなったという［Bor 1986-87: 64］。
ギチャク（Ghichak）と呼ばれる楽器は、アフガニスタン北部と中央アジアの一部地域
で今も見られる［Wade 1990: 23, n.7］。（W） 

115	  ココナツの綱がインド洋の縫合船の縫合材として用いられたこと、インド産のココ
ヤシ材が船材としてインド洋で取引されたことについては［家島 1976: 189-90］。（W）
ただし16世紀以降、船材を鉄釘で接合したインド船が出現することについては［カイ
サル 1998: 49-55］。（M）

116	  pinḋaは、ヒンディー語で「丸い」の意。pinḋa khaǧūrは、ヒンディー語ではヤシ科
サトウナツメヤシPhoenix sylvestrisを、ウルドゥー語では野生のナツメヤシやその実
を指す［古賀・高橋 2006: 820b ; Platts 1884: 273a］。（N）

117	  ヒンディー語では、supārīという語形でヤシ科ビンロウジュとその実を指す［古賀・
高橋 2006: 1365a］。ウルドゥー語においては、supārī、sūpārī、sōpārī等の語形がある

［Platts 1884: 634a, 693a］。（N）
118	  この種子を「アラビア人たち」os Arabiosが faufelと、「グジャラート人たち」os 
Guzaratesや「デカン人たち」os Decaninsがçupari（<sūpiyārī）と呼んだことをOrtaが
伝える。Ortaはさらにこの種子が嗜好品として、デカン地方やグジャラート地方に販
売されるのみならず、ホルムズ向けに輸出されてさえいたことを記している［Orta: I, 
325-329; Orta (Etr.): 192-196］。（M）
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【加熱調理後に食される果物】

　スィンガーラー 119。三つの角
かど

がある。その蔓が池の中に育ち、水の上にでき

る。生のものや焼いたものを食用に供する。

　サーラク。池の土の中にできる。水に入って取り出して収穫する。<I, 80>

　ピンダールー 120。その蔓を棒に巻きつけ、２ガズになるまで育てる。葉はキン

マに似ている。根を掘って収穫する。

　カセールー 121。池の中にできる。水が少なくなると、土の中から収穫される。

生でも煮ても食べられる 122。

　セーヤーリー 123。長い円錐形の実が、蔓の根にできる。

【酸っぱい果物】

　レモン 124。鳥の卵のような形である。ある種類のものは「紙の（kāġazī）【レ

モン】」と呼ばれる。その皮と果肉の間には白い薄い膜がある。果汁が多く、美

119	  本書の別の箇所で、収穫期が定められていない課税対象の作物の一つとしてあげ
られている［AA: I, 300］。ヒンディー語やウルドゥー語では、singhāṙāという綴りで、
ヒシ科トウビシTrapa natans（bispinosa）を指す［古賀・高橋 2006: 1347a; Platts 1884: 
687b］。（N）

	 　秋作期に属する作物としてĀgrah州、Ilāhābād州、Awadh州、Multān州の価格統計に
見える［AA: I, 310, 317, 324, 345］。（M）

120	  ヒンディー語ではヤマノイモ科トゲドコロDiscorea esculentaを、ウルドゥー語では
トウダイグサ科のTrewia nudifloraを指す［古賀・高橋 2006: 821a; Platts 1884: 272b］。

（N）
121	  ヒンディー語ではカヤツリグサ科オオサンカクイScirpus grossusを指す。ウル

ドゥー語では、根が果物として食される、カヤツリグサ科のタカオガヤツリCyperus 
tuberosus、あるいはScirpus Kysoorを指す［古賀・高橋 2006: 215a; Platts 1884: 835a］。

（N）
122	  カセールーと豆の粉で製した揚げパンのレシピがNi‘mat Nāmahに見える［NN: 7v］。
（M）

123	  ウルドゥー語では、細長い実が薬用にされるcassia fistula（amaltas、ナンバンサイ
カチ）が siyāl kī lāṫī（「メスジャッカルの棒切れ」の意）と言われるが、この語との関
係は定かではない［Platts 1884: 708a］。（N）

124	  ライム、レモン［古賀・高橋 2006: 1201a; Platts 1884: 975b］。lēmūについてはBābur
がその大きさも形も鶏卵（yumurtqah）に似ていると記録している［BN: 460; BN (Jtr.): 
460］。なおレモンを用いた各種の漬け物については既出［AA: I, 66; AA (Jtr)(4): 68］。

（M）
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味である。ある種類のものは1年中実をつける。

　アマルベート 125。オレンジのようだが、とても酸っぱい。鋼の針を突き刺せ

ば、短時間で溶けてしまい、白い貝殻はその果汁の中で溶ける。

【甘酸っぱい果物】

　カルナー 126。リンゴのようである。その未熟果は3年目から熟するようにな

る。初めは緑で、酸っぱくて苦味が混じっている。それから黄色くなって苦味

がなくなる。熟すと赤くなり、甘くなる。長く置いておくと、緑に戻る。その

木はレモンのようだが、その葉は少し幅広であり、そのつぼみは土色の矢じり

のようである。また、その花には白い4枚の花びらがあり、金色の葯（ḫwurdah）

がある。とても良い香りで、アビール・マーヤ（‘abīr māyah）はこれから作ら

れる。この話の説明は無知な私の力の及ぶところではないが、その程度で記述

は十分であろう 127。

【果物の一覧表に対応した詳説は以上】

　キンマの葉（barg-i tanbūl） 128。野菜のひとつであるが、ミール・フスラウ・

125	  タデ科ギシギシ属1年草 Rumex vesicarius［古賀・高橋 2006: 49b］。字義上は「酸っ
ぱい茎」の意。（M）

126	  A species of citron［Platts 1884: 828a］. ミカン科低木レモン Citrus limon［古賀・高
橋 2006: 200a］. Bābur Nāmahには「ガルガル・レモン（galgal lēmū）ほどの大きさ」の
酸っぱい果物として、karnah (karnāに同じ)が言及されている［BN: 461; BN (Jtr.): 461］。

（M）
127	  「その程度で記述は十分であろう」に対応するテクストをBlochmannは訳していな

い［AA (Etr.): I, 77］。なお、アビール・マーヤという名の香料は本書に後出するが、そ
の材料にカルナーは挙がっていない［AA: I, 84］。（M）

128	  本書の他の箇所でキンマの葉の産地としてあげられているのは、Ōḋīsah、Bihār（特
にMaghī種）、Āgrah（特にAntrī）、Mālwah（特にBāǧalpūr）、Ḫāndēšである［AA: I, 
391, 416, 441, 449, 455, 462, 473; Habib 1999: 52］（N）

	 　秋作期に属する作物として、Āgrah州、Ilāhābād州、Awadh州、Lāhawr州、Multān州
の価格統計に見える［AA: I, 310, 317, 324, 338, 345］。またOrtaはキンマの葉について
詳細な記述を残している［Orta: I, 343-348; Orta (Etr.): 202-207］。（M）
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ディフラウィーが詠んでいるように、事情に精通する人々は選りすぐりの果物

と見なす。

	 対句

	 庭園の花の如きたぐい稀なる葉よ

	 そはヒンドゥースターンで最もよき果物なり129

　それを噛むと口が良い香りになり、宴は芳香で満ちる。歯茎が引き締まり、

空腹は満腹に、満腹は空腹になる。多くの種類があるので、そのうちのいくつ

かを述べよう。

　ビラフリー（bilahrī）（バーのカスラ、ラームのファトゥハ、ハーのスクーン、

ラーのカスラ、下双点付きヤーのスクーン）。白く光沢がある。舌をこわばらせ

ることがない。味はすべての種類の中で最も良い。蔓から採って1ヶ月手を加

えると白くなる。より手を加えると20日で白くなる。

 カーケール（kākēr）（カーフ、アリフ、カーフのエー発音カスラ、下双点付き

ヤーのスクーン、ラー）。白いが、斑点があり、肉厚である。それには固い筋が

ある。たくさん噛むと、舌がこわばる。

　ジャイサワール（ǧaysawār）（ジームのファトゥハ、下双点付きヤーのスクー

ン、スィーンのファトゥハ、ワーウ、アリフ、ラーのスクーン）。白くならな

い。利益をあげるために<I, 81>【他の種類の葉と】混ぜて売られる。

　カプーリー（kapūrī）（カーフのファトゥハ、ペルシア語のバーのダンマ、
129	  韻律は、baḥr-i sarī ‘-i musaddas-i matvī-yi aṣlam。-⏑⏑- -⏑⏑- --。（W）
	 　 この詩句はQirān al-Sa‘daynにある次のものに対応するようである：nādirah barg-ī 
čū gul-i būstān ; ḫwub-tarīn ni‘mat-i Hindūstān［QS: 264］（QSは当該箇所で第2句末尾
をnaġmat-i Hindūstānと作るが、1599年書写の古写本（British Library, IO Islamic 412, 
f. 599v（margin））に従い改めた）。しかしQSのこの詩は本文のそれと微妙に内容が異
なっており、本文の第2句にある「果物」mīwahは、QSでは「お恵み」ni‘matとなって
いる。もし原文が後者であったならこの引用は意味をなさないことになる。なおこの
詩作品は、1289年、Dihlīのいわゆる「奴隷王朝」君主Mu‘izz al-Dīn Kayqubādが、自
らの父にしてベンガル地方に事実上の独立政権を建てたNāṣir al-Dīn Buġrā Ḫānとの邂
逅と別離を謳った叙事詩であり、キンマの葉は両者の会見を彩る様々な物品の一つと
して詠み込まれている。それゆえ引用された詩句を、南アジアの政治的社交の中でこ
の葉が占めた役割を伝える証拠と見なせることは、当の文言がいずれであったにせよ、
同じである。（M）
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味である。ある種類のものは1年中実をつける。

　アマルベート 125。オレンジのようだが、とても酸っぱい。鋼の針を突き刺せ

ば、短時間で溶けてしまい、白い貝殻はその果汁の中で溶ける。

【甘酸っぱい果物】

　カルナー 126。リンゴのようである。その未熟果は3年目から熟するようにな

る。初めは緑で、酸っぱくて苦味が混じっている。それから黄色くなって苦味

がなくなる。熟すと赤くなり、甘くなる。長く置いておくと、緑に戻る。その

木はレモンのようだが、その葉は少し幅広であり、そのつぼみは土色の矢じり

のようである。また、その花には白い4枚の花びらがあり、金色の葯（ḫwurdah）

がある。とても良い香りで、アビール・マーヤ（‘abīr māyah）はこれから作ら

れる。この話の説明は無知な私の力の及ぶところではないが、その程度で記述

は十分であろう 127。

【果物の一覧表に対応した詳説は以上】

　キンマの葉（barg-i tanbūl） 128。野菜のひとつであるが、ミール・フスラウ・

125	  タデ科ギシギシ属1年草 Rumex vesicarius［古賀・高橋 2006: 49b］。字義上は「酸っ
ぱい茎」の意。（M）

126	  A species of citron［Platts 1884: 828a］. ミカン科低木レモン Citrus limon［古賀・高
橋 2006: 200a］. Bābur Nāmahには「ガルガル・レモン（galgal lēmū）ほどの大きさ」の
酸っぱい果物として、karnah (karnāに同じ)が言及されている［BN: 461; BN (Jtr.): 461］。

（M）
127	  「その程度で記述は十分であろう」に対応するテクストをBlochmannは訳していな

い［AA (Etr.): I, 77］。なお、アビール・マーヤという名の香料は本書に後出するが、そ
の材料にカルナーは挙がっていない［AA: I, 84］。（M）

128	  本書の他の箇所でキンマの葉の産地としてあげられているのは、Ōḋīsah、Bihār（特
にMaghī種）、Āgrah（特にAntrī）、Mālwah（特にBāǧalpūr）、Ḫāndēšである［AA: I, 
391, 416, 441, 449, 455, 462, 473; Habib 1999: 52］（N）

	 　秋作期に属する作物として、Āgrah州、Ilāhābād州、Awadh州、Lāhawr州、Multān州
の価格統計に見える［AA: I, 310, 317, 324, 338, 345］。またOrtaはキンマの葉について
詳細な記述を残している［Orta: I, 343-348; Orta (Etr.): 202-207］。（M）
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ディフラウィーが詠んでいるように、事情に精通する人々は選りすぐりの果物

と見なす。

	 対句

	 庭園の花の如きたぐい稀なる葉よ

	 そはヒンドゥースターンで最もよき果物なり129

　それを噛むと口が良い香りになり、宴は芳香で満ちる。歯茎が引き締まり、

空腹は満腹に、満腹は空腹になる。多くの種類があるので、そのうちのいくつ

かを述べよう。

　ビラフリー（bilahrī）（バーのカスラ、ラームのファトゥハ、ハーのスクーン、

ラーのカスラ、下双点付きヤーのスクーン）。白く光沢がある。舌をこわばらせ

ることがない。味はすべての種類の中で最も良い。蔓から採って1ヶ月手を加

えると白くなる。より手を加えると20日で白くなる。

 カーケール（kākēr）（カーフ、アリフ、カーフのエー発音カスラ、下双点付き

ヤーのスクーン、ラー）。白いが、斑点があり、肉厚である。それには固い筋が

ある。たくさん噛むと、舌がこわばる。

　ジャイサワール（ǧaysawār）（ジームのファトゥハ、下双点付きヤーのスクー

ン、スィーンのファトゥハ、ワーウ、アリフ、ラーのスクーン）。白くならな

い。利益をあげるために<I, 81>【他の種類の葉と】混ぜて売られる。

　カプーリー（kapūrī）（カーフのファトゥハ、ペルシア語のバーのダンマ、
129	  韻律は、baḥr-i sarī ‘-i musaddas-i matvī-yi aṣlam。-⏑⏑- -⏑⏑- --。（W）
	 　 この詩句はQirān al-Sa‘daynにある次のものに対応するようである：nādirah barg-ī 
čū gul-i būstān ; ḫwub-tarīn ni‘mat-i Hindūstān［QS: 264］（QSは当該箇所で第2句末尾
をnaġmat-i Hindūstānと作るが、1599年書写の古写本（British Library, IO Islamic 412, 
f. 599v（margin））に従い改めた）。しかしQSのこの詩は本文のそれと微妙に内容が異
なっており、本文の第2句にある「果物」mīwahは、QSでは「お恵み」ni‘matとなって
いる。もし原文が後者であったならこの引用は意味をなさないことになる。なおこの
詩作品は、1289年、Dihlīのいわゆる「奴隷王朝」君主Mu‘izz al-Dīn Kayqubādが、自
らの父にしてベンガル地方に事実上の独立政権を建てたNāṣir al-Dīn Buġrā Ḫānとの邂
逅と別離を謳った叙事詩であり、キンマの葉は両者の会見を彩る様々な物品の一つと
して詠み込まれている。それゆえ引用された詩句を、南アジアの政治的社交の中でこ
の葉が占めた役割を伝える証拠と見なせることは、当の文言がいずれであったにせよ、
同じである。（M）
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ワーウのスクーン、ラーのカスラ、下双点付きヤーのスクーン）。黄色で固くて

筋があるが、味はよく香りもよい。

　カプールカーント（kapūrkānt）（カーフのファトゥハ、ペルシア語のバーの

ダンマ、ワーウとラーのスクーン、カーフ、アリフ、隠れたヌーン、上双点付

きター）。黄色っぽい緑色である。粒胡椒のように辛い。その香りは樟脳のよう

である。10枚以上を【一度に】口にすることはできない。バナーラス以外では

少ししか見られず、その地でさえどこでも育つものではない。

　バンガラー（Bangalah）（バーのファトゥハ、隠れたヌーン、ペルシア語の

カーフとラームのファトゥハ、隠れたハー）。【葉は】幅広く肉厚で、固くて毛

羽立っている。【味は】熱くて辛い。

　栽培法は以下の規則による。チャイト月 130におけるナウルーズの始まりに、

カルハンジュ（karhanǧ）の葉を4-5指尺の蔓と共に切り離す。そして、整えら

れた土地に、葉と葉の付け根の端が見えるような形で覆っておく。15日から20

日で、その付け根から新しい蔓が生え始める。新しい付け根が現れたら、そこ

から葉が生える。7ヶ月目までは、蔓と葉が現れ、その後成長が止まる。それ

ぞれの蔓には、30枚以上の葉がつくことはない。成長すればするだけ、葦材で

支えて上に向かわせる。また、側面や上方を木材や木切れで覆い、日陰で育て

る。雨期以外、常に水を与える。時々、乳やごま油、その搾りかすも栽培地に

撒く 131。

　その葉は7種類だけだが、呼び方は九つある。順々に生えて来て、切り離さ

れ、手を加えられて用いられる。第1はカルハンジュ（カーフのファトゥハ、

130	  Čayt. インドの暦の月名。チャイトラ月ともいう。太陽が白羊宮に入る月であり、多
くのインド暦では第一月とされている。ヴェーダ文献では春の始めに置かれている［矢
野1992: 155, 167-171］。当時の春分点は、歳差運動によって白羊宮から双魚宮に移行す
る時期であるため、ナウルーズはチャイト月の始めか、チャイト月の前月のパールグ
ナ月の終わりから始まったはずである。（N）

131	  現代のインドにおけるキンマ栽培の報告中に、蔓を苗として用いること、垂直に立
てた棒などに這わせること、覆い付きの囲いの中で常に適度な湿度を保つことが記さ
れている［Kumar 1999: 26-29］。（N）
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ラーのスクーン、ハーのファトゥハ、隠れたヌーン、ジーム）である。これは

苗としてとっておかれ、ペーディー（pēḋī）（ペルシア語のバーのエー発音カス

ラ、下双点付きヤーのスクーン、ヒンド語のダールのカスラ、下双点付きヤー

のスクーン）と名付けられる。また、新しい葉はガダウター（gaḋawtah）（ペル

シア語のカーフとヒンド語のダールのファトゥハ、ワーウのスクーン、上双点

付きターのファトゥハ、書かれただけのハー）と呼ばれる。2番目はナウティー

（nawtī）（ヌーンのファトゥハ、ワーウのスクーン、上双点付きターのカスラ、

下双点付きヤーのスクーン）。3番目はバフティー（bahutī）（バーのファトゥハ、

ハーのダンマ、上双点付きターのカスラ、下双点付きヤーのスクーン）。4番目

はチーウ（čhīw）（ペルシア語のジームのカスラ、隠れたハー、下双点付きヤー

のスクーン、ワーウのスクーン）。5番目はアディニーダー（adhinīḋā） 132（ハムザ

のファトゥハ、ダールと隠れたハーのカスラ、隠れたヌーン、下双点付きヤー

のスクーン、ヒンド語のダール、アリフ）。6番目はアガフニヤー（agahniyah）

（ハムザとペルシア語のカーフのファトゥハ、ハーのスクーン、ヌーンのカス

ラ、下双点付きヤーのファトゥハ、書かれただけのハー）。これはレーワール

（lēwār）（ラームのエー発音カスラ、下双点付きヤーのスクーン、ワーウとアリ

フ、ラーのスクーン）とも言われる。7番目はカルハンジュである。【以上のも

のは】ガダウターを除いて、1ヶ月毎に蔓から切り離されて<I, 82>手を加えら

れる。最後の種類については、食用にとりおく者もいれば、苗として用いるた

めに、蔓と共にとっておく人々もいる。【カルハンジュは】より良く、選りすぐ

りのものとみなされるが、一部の熟達した者たちはペーディーをより良いもの

と考え、それに高値を付ける。

　以前は11,000枚の葉の束をラハーサー（lahāsah）（ラームのファトゥハ、

ハー、アリフ、スィーンのファトゥハ、書かれただけのハー）と言っていた

132	  原則では、yāを長音 īとして読むためには、直前の子音にカスラがついている必要
がある。ここでは隠れたヌーンにカスラはついていないが、その場合発音不能になる
ため、隠れたヌーンにカスラがついたものと解釈した。（N）
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ワーウのスクーン、ラーのカスラ、下双点付きヤーのスクーン）。黄色で固くて

筋があるが、味はよく香りもよい。

　カプールカーント（kapūrkānt）（カーフのファトゥハ、ペルシア語のバーの

ダンマ、ワーウとラーのスクーン、カーフ、アリフ、隠れたヌーン、上双点付
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カーフとラームのファトゥハ、隠れたハー）。【葉は】幅広く肉厚で、固くて毛

羽立っている。【味は】熱くて辛い。

　栽培法は以下の規則による。チャイト月 130におけるナウルーズの始まりに、

カルハンジュ（karhanǧ）の葉を4-5指尺の蔓と共に切り離す。そして、整えら

れた土地に、葉と葉の付け根の端が見えるような形で覆っておく。15日から20

日で、その付け根から新しい蔓が生え始める。新しい付け根が現れたら、そこ
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支えて上に向かわせる。また、側面や上方を木材や木切れで覆い、日陰で育て

る。雨期以外、常に水を与える。時々、乳やごま油、その搾りかすも栽培地に

撒く 131。

　その葉は7種類だけだが、呼び方は九つある。順々に生えて来て、切り離さ

れ、手を加えられて用いられる。第1はカルハンジュ（カーフのファトゥハ、

130	  Čayt. インドの暦の月名。チャイトラ月ともいう。太陽が白羊宮に入る月であり、多
くのインド暦では第一月とされている。ヴェーダ文献では春の始めに置かれている［矢
野1992: 155, 167-171］。当時の春分点は、歳差運動によって白羊宮から双魚宮に移行す
る時期であるため、ナウルーズはチャイト月の始めか、チャイト月の前月のパールグ
ナ月の終わりから始まったはずである。（N）

131	  現代のインドにおけるキンマ栽培の報告中に、蔓を苗として用いること、垂直に立
てた棒などに這わせること、覆い付きの囲いの中で常に適度な湿度を保つことが記さ
れている［Kumar 1999: 26-29］。（N）
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れる。最後の種類については、食用にとりおく者もいれば、苗として用いるた

めに、蔓と共にとっておく人々もいる。【カルハンジュは】より良く、選りすぐ

りのものとみなされるが、一部の熟達した者たちはペーディーをより良いもの

と考え、それに高値を付ける。

　以前は11,000枚の葉の束をラハーサー（lahāsah）（ラームのファトゥハ、

ハー、アリフ、スィーンのファトゥハ、書かれただけのハー）と言っていた

132	  原則では、yāを長音 īとして読むためには、直前の子音にカスラがついている必要
がある。ここでは隠れたヌーンにカスラはついていないが、その場合発音不能になる
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が、現在は14,000枚である。200枚の束はドーリー（ḋhōlī）（ヒンド語のダール

のオー発音ダンマ、隠れたハー、ワーウのスクーン、ラームのカスラ、下双点

付きヤーのスクーン）と名付けられている。これを集めてラハーサーにする。

冬は4-5日で葉を裏返し、選り分ける。夏は毎日である。5枚から25枚、場合

によってはそれ以上を重ね、色々なやり方で整理する。ビンロウジの実やカト

（kath） 133少々を一枚の葉に【のせ】、石灰を別の一枚に包み込み、その中に置い

て包む。樟脳や麝香を一緒に入れる者もいる。そして絹糸やその他のもので縛

る。それはベーラー（bērah）（バーのエー発音カスラ、下双点付きヤーのスクー

ン、ラーのファトゥハ、書かれただけのハー）と呼ばれる。束になっていない

の葉を器に集めて用いる場合もある。また、それを使って料理を作る場合もあ

る。

味の発現の規則

　食べ物の一部については説明が済んだので、味の違いについて記す。

　熱さは、薄いものに辛味を与え、濃いものには苦味を、中ぐらいのものには

塩味を与える。冷たさは、薄いものに酸味を与え、濃いものには痺れ味（dahn-

gīr）を、中ぐらいのものには渋味（zuft）を与える。渋さ（qabḍ）を感じるとき

は、舌の表面が麻痺するが、苦さ（‘ufūṣat）を感じるときは、舌の内部まで麻

痺する 134。中ぐらいの温度は、薄いものを油っぽくし、濃いものを甘くし、中ぐ

らいのものをこれといった偏りのない味（bī-mazah）にする。もろもろの味の

範囲は以上のものに尽きる。

　一方【味の】根源が次の四つに限られる、という者もいる。すなわち甘さ、苦

133	  マメ科アカシア属の植物アセンヤクノキ（Mimosa（Acacia）catechu）の抽出物。刺
激があり、キンマの葉と共に食される［Platts 1884: 812b-813a］。（N） 

	 　ビンロウジにカトcateを交ぜて利用することはOrtaも記述している［Orta: I, 327; 
Orta (Etr.): 194］。またこの樹木についてOrtaは別の一節を割いて詳述している［Orta: 
II, 69-76; Orta (Etr.): 264-271］。（M）

134	  この一文の解釈はBlochmannの訳に従った［AA (Etr.): I, 78］。（M）
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さ、酸っぱさ、塩っぽさである。そしてこれらが混ざりあって発現する味は数

限りないという。そのような味のいくつかには名前があり、たとえばバシャー

アト（bašā‘at）とは渋さの混じった苦さのことをいい、ズウーカ 135とは塩っぽ

さと苦さが合わさった味のことをいう。
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が、現在は14,000枚である。200枚の束はドーリー（ḋhōlī）（ヒンド語のダール

のオー発音ダンマ、隠れたハー、ワーウのスクーン、ラームのカスラ、下双点

付きヤーのスクーン）と名付けられている。これを集めてラハーサーにする。

冬は4-5日で葉を裏返し、選り分ける。夏は毎日である。5枚から25枚、場合

によってはそれ以上を重ね、色々なやり方で整理する。ビンロウジの実やカト

（kath） 133少々を一枚の葉に【のせ】、石灰を別の一枚に包み込み、その中に置い

て包む。樟脳や麝香を一緒に入れる者もいる。そして絹糸やその他のもので縛

る。それはベーラー（bērah）（バーのエー発音カスラ、下双点付きヤーのスクー

ン、ラーのファトゥハ、書かれただけのハー）と呼ばれる。束になっていない

の葉を器に集めて用いる場合もある。また、それを使って料理を作る場合もあ

る。

味の発現の規則

　食べ物の一部については説明が済んだので、味の違いについて記す。

　熱さは、薄いものに辛味を与え、濃いものには苦味を、中ぐらいのものには

塩味を与える。冷たさは、薄いものに酸味を与え、濃いものには痺れ味（dahn-

gīr）を、中ぐらいのものには渋味（zuft）を与える。渋さ（qabḍ）を感じるとき

は、舌の表面が麻痺するが、苦さ（‘ufūṣat）を感じるときは、舌の内部まで麻

痺する 134。中ぐらいの温度は、薄いものを油っぽくし、濃いものを甘くし、中ぐ

らいのものをこれといった偏りのない味（bī-mazah）にする。もろもろの味の

範囲は以上のものに尽きる。

　一方【味の】根源が次の四つに限られる、という者もいる。すなわち甘さ、苦

133	  マメ科アカシア属の植物アセンヤクノキ（Mimosa（Acacia）catechu）の抽出物。刺
激があり、キンマの葉と共に食される［Platts 1884: 812b-813a］。（N） 

	 　ビンロウジにカトcateを交ぜて利用することはOrtaも記述している［Orta: I, 327; 
Orta (Etr.): 194］。またこの樹木についてOrtaは別の一節を割いて詳述している［Orta: 
II, 69-76; Orta (Etr.): 264-271］。（M）

134	  この一文の解釈はBlochmannの訳に従った［AA (Etr.): I, 78］。（M）
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1．はじめに―問題意識

　本稿の目的は、二〇一七年に没後一世紀を迎え、今日においても社会学の

「古典」とされるデュルケームの諸著作、諸理論が、社会学という学問によっ

てどのように受容されてきたかということについて検討を行おうとするもので

ある。通常、社会学史といった観点からは、「研究」の側面にまず着目して、

研究書の中でデュルケームがどのように取り上げられ、後の社会学者に対して

どのような影響を与えたか、といった点に大きな関心が向けられると思われる

が、本稿では、「研究」の面よりもむしろ「教育」の側面に注目して考察を行

うこととしたい。そのために「テクスト」として、研究書というよりもむしろ

社会学史に関わる教科書を取り上げて分析を行うこととする。それは、このよ

うな考察を通じて、理論・学説史という社会学のディシプリンのコアの部分を

適切に継承するための一視点を得ようとするためでもある。こうした分析を通

じて、ディシプリンとしての社会学という枠組みの中で、社会学教育という観

点から、デュルケーム社会学のどのような側面が重要視されてきたかというこ

とについても明らかにすることが可能となるであろう。

　具体的な研究の方法としては、基本的に今日入手可能な、社会学や社会学史

に関する教科書を対象として、それらのなかでデュルケームがどのように取り

テクストから見るデュルケーム受容

白　鳥　義　彦

テクストから見るデュルケーム受容
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